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第４回妹背牛町議会定例会 第１号 

 

令和６年１２月１７日（火曜日） 

 

〇議事日程 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 会期の決定 

  ３ 諸般の報告 

    １）会務報告 

    ２）例月出納検査報告 

    ３）町長 行政報告 

    ４）教育長 教育行政報告 

  ４ 委員会報告第２号 付託議案審査の結果について 

  ５ 報告第 ２号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

  ６ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度妹背牛町一般 

           会計補正予算（第５号）） 

  ７ 諮問第 ２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

  ８ 一般質問 

    １）渡 辺 倫 代 議員 

    ２）鈴 木 正 彦 議員 

    ３）廣 田   毅 議員 

    ４）佐々木 和 夫 議員 

    ５）田 中 春 夫 議員 

  ９ 議案第４８号 妹背牛町長、妹背牛町副町長及び妹背牛町教育委員会教育長の給 

           料月額等の特例に関する条例について 

 １０ 議案第４９号 令和６年度妹背牛町一般会計補正予算（第６号） 

 １１ 議案第５０号 令和６年度妹背牛町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算 

           （第２号） 

 １２ 議案第５１号 建設工事契約の締結の議決事項の変更について（令和６年度橋梁 

           長寿命化修繕工事（川１線橋）） 

 １３ 議案第５２号 建設工事契約の締結の議決事項の変更について（令和６年度橋梁 

           長寿命化修繕工事（桜川橋）） 

 １４ 議案第５３号 指定管理者の指定について（妹背牛温泉） 

 １５ 議案第５４号 指定管理者の指定について（妹背牛町老人保健施設） 

 １６ 議案第５５号 指定管理者の指定について（妹背牛町デイサービスセンター） 

 １７ 議案第５６号 指定管理者の指定について（妹背牛町生活支援ハウス） 
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 １８ 発議第 ９号 将来に期待が持てる次期基本計画の改訂と現場に寄り添った農業 

           政策の実現を求める意見書 

 １９ 閉会中の所管（所掌）事務調査の申し出について 

 

〇追加日程 

  １ 議案第５７号 妹背牛町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

  ２ 議案第５８号 妹背牛町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例につい 

           て 

  ３ 議案第５９号 妹背牛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部 

           を改正する条例について 

  ４ 議案第６０号 令和６年度妹背牛町一般会計補正予算（第７号） 

  ５ 議案第６１号 令和６年度妹背牛町簡易水道事業会計補正予算（第２号） 

  ６ 議案第６２号 令和６年度妹背牛町農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 

 

〇出席議員（９名） 

    １番 田 中 春 夫 君     ２番 佐々木 和 夫 君 

    ３番 鈴 木 正 彦 君     ４番 成 瀬 勝 幸 君 

    ５番 赤 藤 敏 仁 君     ６番 小 林 一 晃 君 

    ７番 中 山 義 博 君     ８番 渡 辺 倫 代 君 

    ９番 廣 田   毅 君 

 

〇欠席議員（０名） 

 

〇出席説明員 

   町    長    田  中  一  典  君 

   副  町  長    滝  本  昇  司  君 

   教  育  長    廣  澤     勉  君 

   総 務 課 長    北  口  信  彦  君 

   企画振興課長    鎌  田  秀  章  君 

   住 民 課 長    石  井  昌  宏  君 

   健康福祉課長    愛  山  智  弘  君 

   建 設 課 長    西  田  慎  也  君 

   教 育 課 長    川  上  善  樹  君 

   農 政 課 長    横  井  憲  一  君 

   農委事務局長    清 水 野     勇  君 

   代表監査委員    菅  原  竹  雄  君 
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   農 委 会 長    板  垣  耕  徳  君 

 

〇出席事務局職員 

   事 務 局 長    菅     一  光  君 

   書    記    笹  尾  翔  大  君 
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開会 午前 ９時０１分 

    ◎開会の宣告 

〇議長（廣田 毅君） 皆さん、おはようございます。本日、４番議員、成瀬勝幸君より

欠席の申出がありましたので、お知らせいたします。 

 ただいまの出席議員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより令和６

年第４回妹背牛町議会定例会を開会します。 

 

    ◎町長挨拶 

〇議長（廣田 毅君） 町長より挨拶の申出がありましたので、ご紹介します。 

 町長、どうぞ。 

〇町長（田中一典君） 皆さん、おはようございます。令和６年も師走に入り、雪景色に

とうとう包まれてしまいました。令和６年は元旦から石川県を中心に自然災害に見舞われ、

日本列島本当に大変なスタートを切りました。かの地の一日も早い復興を祈るばかりでご

ざいます。 

 本町におきましては、基幹作物であるお米が質量ともによく、高値で取引をされたため、

次年度への営農意欲を高めた点は非常に高く評価できると思っております。また、年末に

回りました地区懇談会では多数のご指摘をいただき、リニューアル後のペペル温泉の営業

の在り方を精査しつつ、来場者に愛される施設を目指して進んでいくつもりでございます。 

 本日は、１２月議会よろしくお願いいたします。 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（廣田 毅君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において、田中春夫君、佐

々木和夫君を指名します。 

 

    ◎日程第２ 会期の決定 

〇議長（廣田 毅君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、１２月１７日と１８日の２日間にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は２日間と決定しました。 
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    ◎日程第３ 諸般の報告 

〇議長（廣田 毅君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 １、会務報告、２、例月出納検査報告、以上２件はお手元に配付したとおりであります

ので、お目通し願います。 

 

    ◎町長の行政報告 

〇議長（廣田 毅君） ３、町長の行政報告を行います。 

 町長、どうぞ。 

〇町長（田中一典君） 失礼ですけれども、ここでやらせていただきます。 

 それでは、第３回定例会以降の行政報告をさせていただきたいと思います。 

 まず１番目、令和６年度妹背牛町功労者表彰でございますが、昨年より総合文化祭の席

上において、多くの町民の皆様方にその功績をたたえていただきながらお受け取りいただ

くことがとうとうかないました。今年度の表彰者につきましては、公益功労として４名の

方が受賞をされております。お一人目の髙田英実様におかれましては、経済産業の分野、

昭和６２年５月、商工会理事就任以来理事２５年、副会長６年、監事３年と通算３４年に

わたり商工会役員として商工振興に尽力、平成２４年より北空知青色申告会妹背牛支部長、

平成２６年より妹背牛町街頭放送協会会長をご歴任され、地域貢献に大きく寄与されたこ

とによる表彰でございます。お二人目、真鍋剛様におかれましては、平成１８年５月より

令和６年５月までの１８年にわたり監事９年、理事９年を務め、商工会役員として商工振

興にご貢献、平成１０年より妹背牛町技能協会理事を４年、副会長を６年、平成２０年か

ら現在まで会長を歴任し、本町をはじめ空知の技能士のリーダーとして活躍され、地域振

興、社会奉仕活動にご尽力されております。また、平成１２年から妹背牛ロータリークラ

ブに入会し、令和３年６月の解散までの間に幹事２年、会長３年を務め、奉仕、友愛の理

想を信条とし、地域貢献に大きく寄与されたことによる表彰でございます。お三方目の故

國兼幸一様におかれましては、平成９年４月から令和５年１１月までの１４期２６年の長

きにわたり交通安全指導員として交通安全の推進にご尽力され、平成２８年の交通事故死

ゼロ３０００日達成、さらには令和５年の交通事故死ゼロ２０００日達成に大きく貢献さ

れたことによる表彰でございます。締めにご紹介する鵜飼辰徳様におかれましては、平成

１６年４月入団以来、２０年の長きにわたり災害等に対し出動率が非常に高く、一旦災害

の場合はいち早く現場に出動し、率先してその業務に従事されました。また、火災防御の

ための訓練等に積極的に参加されており、防災に対し大きく貢献されたことによる表彰で

ございます。 

 ２番目に、農業と商工業関係についてでございますが、農業の関係として米の出荷状況

につきましてご報告をさせていただきます。令和６年度の契約数量１３万５，４６０俵に

対し、出荷が１２万５，０８１俵、出荷率は９２．３％となっております。また、転作等
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の実施状況でございますが、実施農家１５６戸、転作面積が１，１３８．５９ヘクタール、

水稲生産目標から換算した面積が１，９２５．３０ヘクタールに対し、水稲作付面積が１，

９１９．８６ヘクタールとなり、水稲作付面積達成率は９９．７％となってございます。 

 次に、商工関係でございますが、町内の事業所に長年ご勤務され、地域の発展に貢献さ

れた優良従業員表彰について、本年度は１１月２０日付に各事業において表彰が行われ、

５年勤続から３０年勤続までの計１９名の方々が受賞をされております。 

 さて、３番目に主な政務についてでございます。北空知町長会にて１０月の８日から１

０日にかけて鳥取県大仙町、島根県雲南市を行政視察してまいりました。ともに人口減少

対策、定住施策等について学んでまいりました。また、１１月１９日には北空知圏振興協

議会の先進地視察として横浜市のパナソニックＩＴＳを視察、翌２０日には当町における

当面の諸問題について管内選出の国会議員各位へ向かって要望活動を行わせていただきま

した。また、同日には全国町村長大会、全国防災・危機管理トップセミナーに参加し、政

府予算編成及び各種政策に対する重点要望の確認、また近年増えつつある自然災害に対応

する危機管理体制の整備、防災減災対策の強化が急務な中、国や道との連携などについて

再確認を行う機会となりました。その他の政務につきましては別紙に記載しておりますの

で、後ほどお目通しをいただければと思います。 

 ４番目に、建設工事の発注状況につきましてもお手元に添付をしてございます。後ほど

お目通しをいただければと思います。 

 最後に、今後も国の補正予算などを目安にしながら、妹背牛町の町民の健康、経済活動

を支えるとともに、町財政の健全性を維持する努力を続けていく所存であります。どうか

ご理解を賜りますようお願いを申し上げ、以上で行政報告とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 町長の行政報告を終わります。 

 

    ◎教育長の教育行政報告 

〇議長（廣田 毅君） ４、教育長の教育行政報告を行います。 

 教育長、どうぞ。 

〇教育長（廣澤 勉君） （登壇） それでは、第３回定例会以降の教育行政についてご

報告申し上げます。 

 まず、一般庶務関係ですが、１０月１７日に札幌市で開催されました教育長部会研修会

及び教育懇談会では、全道の教育長と懇親を深め、情報交換を行ってまいりました。１１

月１日には岩見沢市で教育懇談会が開催され、空知管内の教育長及び小中学校の校長との

懇談を深めてまいりました。１１月１８日には沼田町で今年４月に就任されました北海道

教育委員会、中島教育長との情報交換会に参加し、児童生徒の減少及び教員不足に係る課

題意識並びに道教委に期待する支援等について情報交換を行ってまいりました。 

 次に、学校教育関係ですが、９月７日の中学校学校祭並びに１０月１２日の小学校学習

発表会では、児童生徒たちが一生懸命練習してきた成果発表を存分に見させていただきま
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した。１０月１５日から１６日まで中学校において、さらに２２日から２３日までは小学

校において全教職員を対象に面談を行い、児童生徒や先生方の状況と異動の希望などにつ

いて聞き取りを行ってございます。そして、１１月７日には空知教育局において令和７年

度当初教職員人事に係る第１次協議を行ってまいりました。 

 最後に、社会教育関係ですが、９月１９日にこの議場で行われました子ども議会では、

小学校６年生１０名からの様々な提言を受け、改めて子供たちが妹背牛のことをしっかり

と考えてくれているのが伝わりました。さらに、１０月１２日の学習発表会では、そのま

とめとして町側の答弁を踏まえたまちづくりに関する提案を発表してくれました。町とし

ましても実現できるものはないかしっかりと検討させていただいているところでございま

す。１０月１３日のタッチ・ザ・アートでは、札幌市において劇団四季の「ジーザス・ク

ライスト＝スーパースター」を鑑賞していただき、多くの方に芸術に触れる機会を提供い

たしました。１０月２０日の剣淵町で行われた足腰鍛え隊では、生涯スポーツを通じ、様

々な世代間での交流も図れたものと思ってございます。 

 以上、主な会議及び事業につきましてご報告させていただきましたが、その他の事項に

つきましては後ほどお目通しくださいますようお願いいたしまして、教育行政報告といた

します。 

〇議長（廣田 毅君） 教育長の教育行政報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 委員会報告第２号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第４、委員会報告第２号 付託議案審査の結果についての件

を議題とします。 

 決算審査特別委員長の報告を求めます。 

 ３番議員、鈴木正彦君。 

〇決算審査特別委員会委員長（鈴木正彦君） （登壇） 令和６年第３回定例会において

付託を受けた案件について、審査の結果決定しましたので、会議規則第７６条の規定によ

り報告いたします。 

 付託案件は、認定第１号 令和５年度妹背牛町一般会計歳入歳出決算認定についてから

認定第７号 令和５年度妹背牛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定についての

７件です。 

 審査の日程は、令和６年１０月１６日から１８日において決算審査及び全体委員会を開

催いたしました。 

 審査の結果、以上報告申し上げた日程のとおり審査を行い、本件については認定すべき

ものと決定いたしました。 

 以上です。 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 
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〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 １番議員、田中春夫君。 

〇１番（田中春夫君） （登壇） 認定１号、令和５年度妹背牛町一般会計歳入歳出決算

認定について、認定２号、令和５年度妹背牛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定３号、令和５年度妹背牛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て反対の討論を行います。認定４号、認定５号、認定６号、認定７号には賛成します。 

 それでは、認定１号、令和５年度妹背牛町一般会計歳入歳出決算認定について、行政の

デジタル化に関わってであります。国がらみでやむを得ない、制約に伴う部分もあります

が、反対で、マイナンバー制度は国民、町民の要望ではなく町民の大きな疑念と反対を押

し切って国が強行して進めています。マイナンバーの目的は、国民の所得を正確に把握し、

公正な納税、そして社会保障制度の確立にあります。行政として町民の財産やプライバシ

ーを守る立場をしっかりしていただきたいと思います。 

 国が進め、行政のデジタル化に伴うマイナンバー制度の問題点と具体化に反対してきま

した。国はマイナンバーカード支給に熱心な自治体には地方交付税の配分に配慮する動き

が見られ、国のすることに従わない自治体は地方交付税などに差をつけることは政府の行

政ルールの横暴、中央集権政治の極みであり、断じて容認されるものではありません。 

 認定２号、令和５年度妹背牛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、国保

の第一の任務は自営業者、農林漁業者、年金生活者などに保険医療を給付することではな

いでしょうか。町民の声として、高過ぎる、国保料を下げてほしい声も聞かれます。国保

料の引上げに重きを置き、措置を考慮してはと思います。道の広域連合で今後２年間の保

険料、均等割及び所得なども引き上げられました。国保料均等割の低所得者対策の特別措

置を廃止され、道の広域化によって運営されています。道から標準税率が示され、そのも

のに国保料が賦課されています。家族全体に係る均等割は２０１８年を超える割に引き上

げられ、協会けんぽや社会保険に比べても大変重い税の負担であります。そもそも税負担

能力の低い厳しい方々について強制的に加入させている国保制度への国の抜本的支援を強

く求めます。 

 認定３号、令和５年度妹背牛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、後

期高齢者医療制度は、当初からこの制度は高齢者という年齢による差別制度であり、この

ような制度は中止し、老人保健法に戻すべきと主張します。この点からこの制度、特別会

計予算について反対いたします。 

 後期高齢者の６割であり、低年金者の高齢者にとって特別措置の廃止はさらに国保料負

担となり、生活を圧迫につながり受診抑制を懸念されました。７５歳以上を家族から切り

離すという差別扱いする後期高齢者医療制度の廃止を求めます。 

 最後に、町民こそ主人公、この町に住み続けてよかった、住んでよかった、全ての町民

に光当たる町行政に取り組むことを期待いたします。 
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 以上を申し上げ、３会計特別決算認定について反対討論といたします。 

〇議長（廣田 毅君） 賛成討論ありますか。 

 ２番議員、佐々木和夫君。 

〇２番（佐々木和夫君） （登壇） それでは、私は認定第１号から認定第７号までの令

和５年度一般会計以下７会計の決算について、認定すべきとの立場から賛成討論を行いま

す。 

 去る１０月１６日から１８日までの３日間、決算審査特別委員会を開催し、各担当職員

より細部にわたる決算の説明を受け、審査をいたしております。 

 最初に、一般会計の決算でありますが、実質収支額は７，４００万円の黒字決算となり、

アフターコロナの中、第９次妹背牛町総合振興計画を柱に限られた財源を有効に活用し、

少子高齢化社会への対応や地域活性化のための施策に努められております。 

 次に、令和５年度に実施した事業では、ペペル温泉大規模改修工事が無事完了し、本年

４月２７日にリニューアルオープンを迎えられたことは高く評価をし、今後の経営を含め

たソフト面での充実にも期待をしているところであります。また、道路、橋梁や公営住宅

長寿命化工事、災害時備蓄品の整備などインフラ整備から災害対策と幅広く事業に取り組

まれ、安全、安心のまちづくりに寄与するものと考えており、全会計を通してみても町が

将来負担すべき負債の比率を示す将来負担比率が令和３年度、４年度に続いてゼロとなる

収支バランスの取れた決算となっております。 

 最後に、マイナンバーカードの普及による行政サービスの向上、国保都道府県単位化に

よる財政基盤の安定、後期高齢者医療制度による持続可能な保険制度づくりに尽力され、

「小さなまちから 広がるつながり 暮らしやすいまち もせうし」、この実現を期待し

て、令和５年度全ての決算における賛成討論とさせていただきます。 

 以上です。 

〇議長（廣田 毅君） これから認定第１号 令和５年度妹背牛町一般会計歳入歳出決算

認定についての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 

 したがって、認定第１号は、認定することに決定しました。 

 次に、認定第２号 令和５年度妹背牛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 
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 したがって、認定第２号は、認定することに決定しました。 

 次に、認定第３号 令和５年度妹背牛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 

 したがって、認定第３号は、認定することに決定しました。 

 次に、認定第４号 令和５年度妹背牛町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決

算認定についての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 

 したがって、認定第４号は、認定することに決定しました。 

 次に、認定第５号 令和５年度妹背牛町介護保険特別会計（サービス事業勘定）歳入歳

出決算認定についての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 

 したがって、認定第５号は、認定することに決定しました。 

 次に、認定第６号 令和５年度妹背牛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 

 したがって、認定第６号は、認定することに決定しました。 

 次に、認定第７号 令和５年度妹背牛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついての件を採決します。 

 この決算に対する委員長の報告は認定とするものです。この決算は、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

〇議長（廣田 毅君） 起立多数です。 

 したがって、認定第７号は、認定することに決定しました。 
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    ◎日程第５ 報告第２号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第５、報告第２号 専決処分の報告についての件を議題とし

ます。 

 提出者の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これで報告第２号の報告を終わります。 

 

    ◎日程第６ 承認第５号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第６、承認第５号 専決処分の承認を求めることについての

件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 お諮りします。承認第５号は、承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第５号は、承認することに決定しました。 

 

    ◎日程第７ 諮問第２号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第７、諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについての件を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

〇事務局長（菅 一光君） （朗読、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 
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〇副町長（滝本昇司君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前 ９時４７分 

再開 午前 ９時４８分 

 

〇議長（廣田 毅君） 再開します。 

 お諮りします。諮問第２号は、お手元に配りました意見のとおり答申することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第２号は、お手元に配りました意見のとおり答申することに決定しま

した。 

 

    ◎日程第８ 一般質問 

〇議長（廣田 毅君） 日程第８、一般質問を行います。 

 私の質問時は議長席を渡辺副議長と交代します。 

 それでは、順番に発言を許します。 

 ８番議員、渡辺倫代君。 

〇８番（渡辺倫代君） （登壇） 通告に従い、質問いたします。 

 まず、高齢者自主返納時の支援サービスについてお伺いいたします。近年高齢運転者が

加害者となる交通事故が全国的に相次ぎ、こうした中、安全対策の一つであり、高齢運転

者の免許証の自主返納の動きが全国的な広がりを見せていることから、自主返納を行う環

境整備も重要でありますが、今回は自主返納される町民の方へ手続から完結するまでの町

として分かりやすいサービスと返納される方へタクシー券や商品券などの進展など支援サ

ービスを始めるべきだと提案いたします。前回この件に関しまして、そもそも免許証を取

得されていない方も多く、また今まで返納された方との不公平感が拭えないとこの支援サ

ービスには取り組まないという答弁でございました。しかしながら、近隣のまちとの住民

サービスと格差があり過ぎると考えましたので、再度お考えをお伺いいたします。 

 次に、公設塾に関して質問させていただきます。公設塾設置は第９次総合計画にうたわ

れておりますが、前回この取組を質問いたしました折には、計画策定時と現在では少々状

況が変わり、今後検討が必要と答弁されておられます。既に策定から５年という時が過ぎ、

そしてこの間学校統合、新校舎建設も予算の関係で非常に長い延期が決まっております。
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妹背牛町の児童生徒の学力向上の一助となるべく、公設学習塾の検討はなされておられる

のでしょうか。また、進めておられるとしたらどのような形態なのか、ターゲットはどう

なのかといった具体的な協議の内容と進捗状況をお伺いいたします。 

 再質問を留保し、終わります。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） 私からは、議員ご質問の１つ目、高齢者運転免許証自主返納

支援事業についてご答弁申し上げます。 

 高齢者の運転免許証の自主返納支援事業につきましては、平成２８年以降４名の議員各

位より５回にわたりご質問をいただいており、その関心の高さとご質問に対して期待に沿

った施策につながっていないことであるというふうな認識をしておりますが、これまでの

経過も踏まえた現在の考え方について改めて答弁をさせていただきます。一部過去の回答

と重複する部分があるかと思いますが、その辺はご理解をいただければと思います。 

 まず、運転免許証の更新制度については、高齢運転者の交通事故の増加を受け、平成２

９年３月施行の改正道路交通法におきまして、７５歳以上の免許更新の際には認知機能検

査の義務づけ及び高齢者講習の実施など高齢運転者による交通事故を抑制するため、７５

歳以上の方が運転免許を継続していくためには厳しさを増しております。講習の難しさや

高齢者事故の増加を理由に運転免許証の自主返納をされる方が増加し、道内の各自治体で

も自主返納者に対する様々な支援施策に取り組まれていることと認識をしております。こ

れまで本町でも支援策については検討してまいりましたが、返納された方に限っての具体

的な支援策は実施しておりません。 

 検討してきた支援策とその対応についてご説明申し上げます。まず１つは、免許返納時

の手続支援になります。返納手続については、深川警察署に本人、もしくは代理人の方が

本人の免許証などをお持ちの上、届ける必要がございます。返納の手続の緩和として警察

署との協力の上、異動受付を町内にて行うことも可能ではございますが、定期的に実施す

ることは困難であり、仮に行ったとしても対象者のご都合に合わない可能性も高く、あま

り現実的ではないとの判断でこれまで行ってきておりません。 

 ２つ目に、運転経歴証明書の申請支援になりますが、身分証明書として必要な方に限っ

て本人の申請により発行されるもので、手数料が１，１００円必要となります。こちらを

推奨することや手数料の助成が必ずしも運転免許返納を促す対策ではないと考えておりま

す。また、運転免許証に代わる身分証明につきましては、マイナンバーカードの取得を推

奨させていただいており、来年３月２４日からはマイナ免許証に切り替えることが可能と

なっており、今後は運転免許証単体自体の保有者は減っていくものでないかというふうに

考えてございます。 

 ３つ目に、返納後の外出時における移動手段に対する支援につきましては、返納した方

に限定した助成制度などは行っておりませんが、令和２年度より高齢者等交通費助成事業

によりタクシー、バス、ＪＲ利用時の支援を行っております。こちらは車を所有していな



 - 14 - 

い６５歳以上の家庭に交付しているもので、免許証の有無は要件としてございません。１

００円券をお一人につき現在は１００枚を上限にお配りしており、今年度は２１２名の方

へ１万６，０６０枚の交付実績がございます。多くの皆様方にご利用していただいている

という認識でおります。また、年齢などに関係なく商工会で行っているお買い物おもてな

し事業も実施しており、これらを併用していただくことで高齢者一人一人に合わせた外出

移動生活支援をひとしく公平に実施しているところでございます。 

 返納者に対する交通費などの支援策については、運転免許証をもともとお持ちでない方、

または既に返納、もしくは更新をされずに運転免許証を保有していない方々との公平を保

つ点から議員からもご指摘ございましたが、返納時に特化した商品券の配付など、生活支

援策については実施してございません。議員ご指摘の近隣との格差ということでございま

すが、あくまでも免許証を返納した場合に限っての支援ということであると町民全体に対

する生活の支援というものにはつながらないというふうに考えてございます。 

 以上が運転免許証返納者に特化した支援制度について検討してきた経過と現在の考え方

となります。今後におきましても返納希望者からの相談等がございましたら、総務課総務

グループにおいて担当し、丁寧な対応に心がけてまいりたいと考えておりますので、ご理

解賜りますようお願い申し上げ、私からの答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、教育課長。 

〇教育課長（川上善樹君） それでは、私からは２点目の公設型学習塾についてご答弁申

し上げます。 

 まず、ニーズの把握についてですが、今年の５月下旬から６月上旬にかけて小中学校の

児童生徒の保護者を対象に公設民営塾の実施に関するアンケート調査を行っております。

小学生が７１名、中学生が５９名、合計１３０名となります。回答結果としましては、非

常に肯定的な意見が多く、この結果を受けまして教育委員会としては令和７年度予算計上

に向けて現在準備を進めているところであります。 

 次に、検討している内容としては民間塾との連携を視野に入れ、タブレットを使用しな

がら、パターンとしましては１つ目に個別指導、２つ目に映像指導、これはオンラインに

なります。３つ目に両方併せたハイブリッド個別指導のどれかになると想定しています。

会場は学校、もしくは町民会館等を候補に挙げており、時間帯は放課後を予定しています。

そして、最大の課題は人材の確保ということになっております。 

 続いて、ターゲットですが、現段階ではまだ協議中ではっきりとは決まっていませんが、

まずは基礎学力や学習習慣の定着を目的として小学校高学年以上を対象に週１回の開催を

考えております。この辺につきましては、現在小学校３年生以上を対象に小学校の教室で

行っています放課後学習教室との絡みもありますので、校長会の中で中身を詰めて子供た

ちが利用しやすい塾の開設を目指していきます。学校からもぜひ開設してほしいとの声が

出ております。 

 以上、ご答弁とさせていただきます。 
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〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再質問ありますか。 

 ８番議員、渡辺倫代君。 

〇８番（渡辺倫代君） 先ほど、まず免許証返納時の特化した支援はしていない、今後も

する予定はないという答弁いただきました。今まで北空知におきましては、ほかの町村が

なかなか手厚い支援をされておりますので、それを受けて前回も質問させていただきまし

たし、今回も２年たっておりますので、その後検討されたのがどうなったかということで

質問させていただきました。確かにこの間ご答弁の中に当時はサポカー支援というのが、

国の、政府の支援がございましたので、そのようなものを活用する方法もあるという答弁

を町長からもいただいておりました。その間、そのサポカー支援というものは政府ももう

受付はやめておりますので、ほかのまちを見ますとそれをまた受けてまちでの独自の支援

をされているところもございます。お隣のまちのように政府からの支援がなくなったとし

ても、今度は自分の独自で補助を続けられている自治体もございますので、その検討も何

もなされていなかったのだなというのが今の答弁で分からせていただきました。 

 先ほどいろいろこれに福祉の面での外出の支援はたくさんあるとおっしゃっていただき

ましたが、今回はそのような支援はお聞きしておりません。それもたくさんあるのは分か

っているのですが、今回は移動手段ではなく免許返納時に対してどうなのかという本当に

一つのことだけ質問させていただきました。 

 それから、旭川免許センターに問い合わせていただきまして、返納の方が１７名だとか、

夏までには１０名だとか、そういう数字もいただきましたが、数字をいただいてもその金

額を例えばタクシー券を３万にするとして掛け算して云々というものではないな。結局も

う考え方として不公平感につながる行政サービスはやらないという答弁でしたので、今後

もそのようになるのかなというのは今も承知いたしました。ただ、深川警察署管内は、北

竜町、秩父別、沼田、それから雨竜も深川警察署管内に入ります。返納時にそれぞれ皆さ

ん特化した支援を行っておられます。それはいろいろ上げるまでもなく、もうご存じだと

思いますけれども、大変手厚うございます。例えばふれあい商品券をお配りするとか、そ

れからハイヤー券、それが１０年有効であるとか、交通安全に対して自主返納していただ

いた方にたくさん思いやりのある支援ができているのではないかなと思います。ですので、

やはりこの近隣が手厚いものですから、余計それを感じてしまいます。 

 先ほども返納時に特化した支援は行わないということだったのですが、確かに空知管内

では７割が行っていないという前回の答弁でもございましたので、そのままいくのかなと

思いました。ただ、例えばいきなり選挙公約などで現れてくるようなことはないのかなと

いうことを思っています。例えば学校給食無償化のときがそうでした。学校給食の無償化

は半額でも手厚いので、やりませんよとこの議会の答弁でおっしゃっておられましたが、

２年後ぐらいに選挙公約にそれが現れてきました。しかも、そのときは憲法の２７条を持

ち出されて、憲法の精神からも明らかなように子育て支援が例えば学校給食が税金によっ

て全額賄われるということは、社会矛盾を助長しかねないという答弁だったのですが、そ



 - 16 - 

の考えから２年後にはもう新聞に、新聞の前が選挙公約に給食費無償化が掲げられ、新聞

には議員時代から要望していた事業に着手できたというお答えだったのです。だから、議

員時代から要望されていたのかって思ってそのときはびっくりしましたけれども、翻され

たのだなと思いましたが、おっしゃることが１８０度変わろうが、それは町民のためにな

ることですから、政治家あるあるで驚きもしませんでした。折しもそのときは政府からの

臨時交付金で全て賄われましたので、それはそれで一つ納得をしたのですが、北空知では

免許返納時のそのサービスに戻りますが、明らかにサービスの違いがございますので、ぜ

ひともお考えを翻していただいて取り組んでいただきたいなと思うのがやっぱり気持ちで

ございますので、お考えはいかがでしょうか。 

 今までも町の支援はどこかで線引きをして、公平ではない支援もやはりどこかで線引き

をして新しい施策が生まれてくるのではないでしょうか。移住定住の様々な施策がござい

ますが、少し発想を付け足して、この町に住んで例えば５年以上とか１０年以上、免許返

納時の折には５年間有効のタクシーチケットが、支援がありますとか、そういううたって

いく方法もあるのではないかと思います。それはタクシーチケットでもよろしいし、もち

ろん商工会のお店で使えるもの、それから温泉入浴チケット、そういう特別な便利な商品

券のようなものを考えて、今ではありませんけれども、この町に住んでいただいて定住支

援の最後のところに免許返納時にはこういうサービスがありますよというような定住促進

の進め方というのもあるのではないかなと思いました。不公平です、平等ではないからや

らないという発想から少しお考えを変えていただけないかなというのが私の気持ちでござ

います。 

 次に、公設塾について。今年の５月、６月にアンケートをされ、いろいろ皆さんからア

ンケートを取られて肯定的な意見が多かったということで、今回進めておられるというお

話をいただきましたので、もう少しちょっと具体的にお話ししていただきたいと思います。 

 まず、もちろん学習習慣の定着が目的というのは先ほどおっしゃられましたが、やっぱ

り学力の向上ということも大変重要なことでございます。さっきタブレットを使って映像

とかという答弁ございましたけれども、最終的にはハイブリッドでやるとかっておっしゃ

いましたが、こういう公設塾をまた学校でされるというのはどうかな。大体会場が町民会

館になるのではないかなというような予想はしております。それで、タブレット使うので

あれば町民会館のＷi―Ｆi環境はどうなのかなというのは心配でございます。 

 それから、対象は小学校の高学年ということでございましたが、町民会館で行う。そう

なりますと、机とか椅子はどうするのだろうという問題にもなってきますし、隣のまちの

公設塾には個人ブースとなるような机がございます。だから、全体でするのではなく一つ

の限られた、ここの例えば図書館にあるような個人ブースの机とかは、そういうのどうす

るのだろうとかいうふうに思っておりました。 

 予算要求これから７年度に向けてされると思いますが、どのぐらいの規模で、どのよう

な形にされるのか、もう少し詳しく教えていただきたいと思います。例えば始まりますと
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費用はどうなるのだろうというようなことが出てくると思います。前回ですが、赤平市は

例えば受験に特化した中学生だと資料代といいますか、プリント代で年間２，０００円い

ただいていたり、それから無料ではなく１，０００円いただいていたり、ななかまのよう

な、奈井江町です。この間の新聞にも出ておりましたが、小学校３年生になったらそこに

集まってきて勉強の習慣をつけるということで、そこは無料で最初はされておりました。

先日新聞に出ておりましたのは、それを広げて中学生にまでやっていこうということでご

ざいますので、初めは小学校高学年を対象にして、それから将来的な、やはり継続しなけ

れば意味がありませんから、それを継続できるような形で中学生まで広げるのかどうかと

いうことも考えながらやっていかなければいけないと思います。 

 それから、例えば町民会館のときにＷi―Ｆiのことも一つですが、プリンターです。コ

ピー機、複合機などはどうなるのか、それもちょっと心配でございます。今の子供たちと

いうのはタブレットで勉強するのはもう常でございますから、そこからプリントアウトを

自由にできるような環境でないとなかなか難しいのではないかと思います。以前何年か前

に学校に視察に行きましたときに、もう廊下に複合機が置いてありまして、設置されてお

りまして、子供たちは自分の宿題とか、その廊下でタブレットからそこに飛ばして印刷し

て各自持って帰るようなシステムになっておりました。やはりそこに支援員の方とか、あ

と誰かがついていなければいけないと思いますので、その人材確保が一番問題になってく

るのかなと思います。先ほどタブレットとおっしゃいましたが、それは学校のタブレット

を使われるということになるのでしょうか。今全員になっているということですよね。で

すから、移動の問題もありますし、あと詳しくそこら辺を説明していただきたいなと思い

ますので、お願いいたします。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） それでは、渡辺議員の再質問の高齢者運転免許証返納に特化

した支援制度についてご回答申し上げます。 

 回答のまず１つ目、サポカー制度というところのお話をいただきました。急発進抑制装

置などに対する支援事業ということかというふうに思います。こちらにつきましては、空

知管内では２市町、全道では８市町の自治体で実際に行われております。これまでにそち

らのほうの要望や質問などは受けたことはございませんが、この本来の制度、高齢者の事

故を減らす、なくすということでの制度ですので、そういった点ではこの装置を設置され

る、それぞれ高齢の皆さんが運転を続けるに当たって設置をされるということで交通事故

防止に寄与できるというものでございますので、その必要性や効果についてはあるのかな

というふうには考えます。ただ、まだ実際予算の確保ですとか、自治体など今のところは

まだ決めているものではございませんので、そういったところを改めて必要性等も含めて

検討をさせていただきたいなというふうに考えております。 

 次に、高齢者の移動手段の支援ですが、他町と比べてというところもございます。生活

支援もそうですが、タクシーチケット等を現在当町で配付している、福祉のほうで対応し
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ているものの実績もかなり高く、要望も非常に多いということから、今後増強に向けた検

討はしてまいりたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

 それと、最後に定住支援策としての生活支援といいますか、その免許返納者への対策と

いうことでございます。その効果も含めて視点がちょっと変わってくるものですから、あ

くまでもこの制度のスタートは先ほど申し上げましたが、高齢者の交通事故を抑制するこ

とが主眼でございます。そのために免許証を返納していただくことで、その免許を返納さ

れる方のお得感を少し出すというような形の制度なのかなというふうに思いますし、そう

いったところから少し変わってくるものですから、そういった部分では少し別な担当課と

検討をさせていただかなければいけないかなというふうに思いますので、改めて再検討と

いうことで答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、教育課長。 

〇教育課長（川上善樹君） それでは、再質問についてご答弁させていただきます。 

 かなりの数の再質問ありましたので、多少答弁前後するかもしれませんが、あらかじめ

ご了承ください。もう少し詳細にという１点目ですけれども、アンケート調査でいいます

と、回答率については小学校が５９．２％、中学校が５４．２％、民営塾に通わせたいと

回答した保護者の率は小学校で８１％、中学校で６５．６％と高い数字になっています。

質問の中には児童生徒に聞いて回答するものもあり、民営塾に通いたいと回答した児童生

徒の率は小学校で４０．５％、中学校で２１．９％と保護者と比較しますと率は半分以上

落ちまして、児童生徒たち本人は残念ながらあまり乗り気ではない結果となりました。そ

のほかに指導を希望する教科、これは保護者になります。複数回答になっていますが、小

学校では１位が算数、３７件、２位が英語、３０件、３位が国語、２６件。次に、中学校

です。１位が英語、２４件、２位が数学、２２件、３位、国語、１６件となっております。

このアンケートの集計結果は保護者へ公表し、学校へも情報提供しております。 

 続いて、２番目の町民会館を会場とした場合Ｗi―Ｆiはどうなのだろうかと、つながる

のかという質問ですが、こちらにつきましては業務用のインターネット回線を利用してつ

なげる予定ですので、特に問題はないと考えております。私も町民会館行きまして自分の

スマホでつながるかどうか確認しましたので、実際につながりましたので、そこは問題な

いと考えております。 

 次に、町民会館でやる場合に机や椅子などはどうするのかということなのですが、子供

用の机、椅子当然ありませんので、学校から借りてくるのか、先ほど議員おっしゃいまし

た個人ブースのような形でそのように行うのか、この辺はまた内部で協議をしていきたい

と考えております。 

 次、予算規模なのですけれども、現在７年度予算に向けて計上という形、１回目で答弁

はしましたが、まだここははっきりとは決まっておりませんのでということで答弁とさせ

ていただきます。 

 次に、個人負担金の関係ですが、今考えているのは完全無償ではなく教材費、例えばテ
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キスト代程度は徴収する予定で考えております。 

 次に、小学校高学年を対象ということで説明をしましたが、行く行くは中学生まで幅を

広げて受験対策等も、その辺も対策をしていかなければならないというふうに考えており

ます。 

 続いて、プリンターの関係です。町民会館で行うとなりますと、当然どの部屋にもそう

いうプリンターというのはありませんので、そこもリースにするのか、買うのか、そちら

も今後の検討になるかなと考えております。 

 次に、その会場で行うときに当然支援員といいますか、サポートする職員も必要になっ

てきますので、こちらも教育委員会のほうで会計年度任用職員として支援職員を探すのか、

その辺も今後の課題となってきております。 

 最後になるかと思いますが、学校のタブレットを今は使うという予定で考えております。

移動については、町民会館で行う場合には学校が授業終わって放課後の時間帯を考えてい

ますので、スクールバスを使って学校から町民会館まで移動して、終わった後につきまし

ては、そこは保護者の送迎をお願いしたいなというふうに考えております。 

 以上、ご答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再々質問ありますか。 

 ８番議員、渡辺倫代君。 

〇８番（渡辺倫代君） 免許証返納時の特化したのがないのですが、先ほど答弁いただき

ましたようにこれから検討していただく課題が１つ、２つございますので、その辺はまた

いろいろほかの課と一緒に必要性があるのであれば検討したいということでございました

ので、よろしくお願いいたします。 

 それから、民営塾の件ですが、なかなか人材確保が難しいということがあると思います。

そして、自治体と民営のところと協定を結ぶというのですか、それを使わせていただくと

いうことで隣のまちもそうですが、Ｂｉｒｔｈ４７というのですか、そういう民営の塾を

使っていられるところもありますし、それからいろいろ求人を見ていますとトライの求人

の、ハローワークより２，０００円も３，０００円も高い金額で求人が出ているのです。

やっぱり自治体といきなり求人というのはなかなか難しいと思いますので、大手の例えば

インターネットで授業をやっているその民間の塾と提携というのも一つの方法なのではな

いかなって思います。 

 そして、教育長にお聞きしたいのですが、課長から予算要求のまだ額も決まっていない

ということは具体的に答弁できないことなのだろうなとは思うのですが、先ほど教育長の

教育行政報告でもございましたけれども、空知とか、北空知とか、それから全道でいろい

ろ教育長会議などで出席されておられますが、自治体が設置する公設塾に関してもきっと

話題になっていると思うのです。本来は教育行政というのは一般行政から分離、独立した

ものですから、ありましたが、今安倍内閣のときから教育委員長と教育長を一体化した新

教育長となられ、そして任命権は自治体市長が持っていられますから、そういう教育委員
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会の制度の改正案が出て、もう制度まで変わってしまいました。ですから、縦行政系列に

組み込まれた教育委員会になってしまったのではないかなという思いは持っております。

ですから、新制度になってこれでちょうど１０年でございます。妹背牛町では、その制度

になってから３人目の教育長であられますので、こういう縦行政系列の立場になってしま

った教育長としては、なかなか独自の構想であるとか、予算であるとかというのは大変難

しいものがあると思いますが、今回公設塾を開設にするというか、それに当たりまして構

想とか、教育長はこのようにしたいとか、将来的には妹背牛の子供たちにこのような形で

学習をさせていきたいというような将来像もお持ちで進めていかれると思いますので、そ

の辺のお考えもお聞かせいただけたらと思います。 

 これはちょっと提案ですが、ふるさと納税がございます。公設塾開設に当たって、先ほ

ど言いましたＷi―Ｆiであるとか、複合機であるとか、それから全体の机の横に５台か１

０台か、個人的にお勉強できる個人ブースの机とか、そういうのも例えばふるさと納税を

使わせていただくというお考えはできないのかなというのをちょっと思いました。この企

業版ふるさと納税の案内について探していたのですが、これよりほかに普通の一般のふる

さと納税も、そのふるさと納税をされる方が選ぶのですが、創造性豊かな生涯学習のまち

づくりの中に学校教育も入っております。そこに選ばれたら、そっちのほうに使っていく

という形だったと思うのです。この企業版ふるさと納税のほうは、結婚、出産、子育ての

希望をかなえる事業というのがございまして、ここのところに具体例として、具体的な事

業として公設民営塾設置による学力向上の推進という、ここにございました。そうか、こ

ういう使い方をさせていただくこともできるのだなと思いました。この企業版もそうです

が、一般のふるさと納税も重点事業としてそれを選んでいただかないとしても、例えば町

長判断といいますか、予算成立のときに、そういうときに使えるのではないかなというの

をちょっと思いましたので、そこら辺のところを聞きたいと思います。 

 例えば昨年温泉改修がございました。温泉改修のときは、実に１０億１８８万円かかり

ました。全体、全部です。内訳は、過疎債が９億６，６８０万円です。７０％は普通交付

税の算入がございますので、その残りは返していかなければいけない借金になるわけです。

一般財源からは８５６万円で、ふるさと納税から幾ら行っているのかというと２，６５２

万円行っているのです、１０億のうち。だから、実に２，６５２万円が行っているわけで、

その２，６５２万円を皆さんが温泉改修に使ってって丸つけたわけではないと思うのです。

なので、そういう判断されて、例えば降雪時に使いましょうということができるのではな

いかなと思って、そこら辺ちょっとお聞きしたいと思います。予算も決まっていないし、

来年からしたいけれども、まだ具体的なことも分からない。 

 もう一つの例えばですが、交流施設Ｍｏｋｏのときは２，０００万でできました。動き

出してから補正もかなりあれが足らない、これが足らないって上がってきたと記憶してお

ります。公設塾を来年から設置して動き出して、教育行政上必要な予算であれば補正予算

ということもあり得ると思います。行財政調査特別委員会に上がってくる案件が振興公社、
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ペペルの赤字補正がほとんどというのではもう明るい未来は描けないと感じています。予

算編成がここ数年やっぱりふるさと納税を頼りにし過ぎているという傾向は、本当にそう

いう傾向にあることも承知しておりますが、その件も含めまして教育長に見解をお聞きし

たいと思います。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、教育長。 

〇教育長（廣澤 勉君） 渡辺議員の再々質問に対し、ご答弁申し上げます。 

 今ほど課長答弁がありましたが、その繰り返しになる部分もあるかと思いますが、まず

公設の民営塾の構想としましては、先ほども述べたとおりアンケートで小学校の保護者か

らの希望が非常に多かったこと、子供たちへの早い段階での基礎学力向上と学習習慣の定

着ということで、来年度よりまずは小学校の高学年あたりを対象にスタートしたいという

ふうに考えておりますし、実施内容もできれば今の放課後学習の在り方を見直した上で子

供たちに放課後に集まる場所を提供して、１人１台タブレットを有効に活用して動画配信

を中心とした学習支援を始めたいと考えてございます。また、今は教員免許を保有した指

導のできる人材の確保が極めて困難な状況ですので、昨今の民間学習塾が自治体との連携

に力を入れているという、その時流を捉えまして、それをうまく活用できれば子供たちに

対する安定的な学習支援が可能になり、財政的な負担も抑えられるものと考えてございま

す。 

 そして、何より子供たちがこれからの時代を前向きに生きていく力を育むためには画一

的な学びを提供するのではなく、一人一人の個性、特性を見詰め、それぞれに最適な方法

で自ら考える力や豊かな心を伸ばすことが必要不可欠となってございます。そして、将来

像というか、将来のことを考えますと、当然少子化を踏まえ小中一貫教育導入を見据えた

継続的な学習支援を行うために、繰り返しになりますが、対象、スタートは小学生からと

いう形なのですが、中学生まで広げること、それからさらには学習内容の充実を図ること

は当然必要だと考えております。さらに先を申し上げれば、不登校や登校渋りの児童生徒

に対する支援事業や居場所づくり事業も視野に入れまして、その先の例えば自宅において

も自身に合った個別最適な学習ができるような仕組みも必要だというふうに考えてござい

ます。このような構想の下、予算に関しましては現時点では金額は申し上げられませんが、

オンライン型学習塾には様々な形態がございますので、その経費も内容によって大きく異

なってございます。予算要望としてはその経費の高い、かかるパターンで要求をし、今後

は１月に開催予定なのですが、町長との懇談といいますか、総合教育会議の中でこのこと、

塾に関しても議題として取り上げ、予算査定を含めた中で町長部局との理解、協議を深め

てまいりたいというふうに考えてございます。また、議員おっしゃられた企業版ふるさと

納税の活用ということでございますが、公設民営塾に関しましてはこれからの発展的な取

組というふうな、現段階ではそういう認識をしておりますので、今後事業内容も変わって

いく、変化していく可能性がございますので、その辺りを踏まえ、またさらには将来的に

は教育全体に関わる財源確保というような大きな問題も出てきますので、ふるさと納税に
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関しましてはその一案として今後検討していきたいというふうに考えてございます。 

 以上を申し上げ、答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 以上で８番議員、渡辺倫代君の一般質問を終わります。 

 次に、３番議員、鈴木正彦君。 

〇３番（鈴木正彦君） （登壇） 通告に従いまして、一般質問いたします。 

 今後のまちづくりについてということで、高校跡地の利用の仕方について質問させてい

ただきます。現在の高校の跡地は工事事務所として一部使われているような状態でありま

すが、まず最初に１番目として道道深川雨竜線から西４町内をつなぐ道路についての現状

どうなっているのかを確認させていただきたいと思います。 

 ２つ目としましては、土地取得には利用計画を道に示してからの協議になると聞いてい

ましたが、その後進展が見られないようです。そこで、ＲＶパークを中心とした観光資源

として利用はできないのかをお伺いいたします。 

 ＲＶパークにつきましては、参考資料を使わせていただきたいと思います。まず、ＲＶ

パークはということで説明させていただきたいと思います。日本ＲＶ協会が快適に安心し

て車中泊ができる場所を提供するために定めた条件を満たす車中泊施設であるということ

です。全国で現在４００以上の施設がありますが、北海道にも２６か所ほどのものが施設

としてあります。今後増加傾向にあるということで伺っております。その協会の認定に必

要な施設条件といたしましては､余裕のある駐車スペースを確保できることで、横４メー

トル、縦７メートル以上が推奨ですということです。２番目に２４時間利用可能なトイレ

があること、３番目に１００ボルト電源が使用可能であるということ、４番目に入浴施設

が近隣にあること、車で１５分圏内であるということだそうです。５番目にごみ処理が可

能であること、６番目に入退場制限が緩やかである、７番目に看板の設置、これは日本Ｒ

Ｖ協会により指定のロゴを示したものを支給されるということになっております。８番目

に複数日の滞在が可能であるというような条件になっております。 

 続きまして、ＲＶパークを設置したときにどんなメリットがあるのかということで、Ｒ

Ｖパークには一般的な施設と違い様々なメリットがあるようですが、主たるメリットを３

つ紹介します。まず１つとして、快適で安全な環境で宿泊できると。ＲＶパークは、通常

の車中泊と比べて格段に快適な環境で宿泊することができる。電源や水道が完備された区

画で室内にあるエアコンや冷蔵庫、テレビなどを車両設備を利用しながら、まるでホテル

のような感覚で過ごせるということです。 

 ２番目に、長期滞在に適していると。複数日の滞在を想定しており、場所によっては１

週間近く滞在できるというようなところもあるようです。長期滞在には不可欠なシャワー

ルームや洗面所、ランドリーといった共用施設を利用するということもできるようなとこ

ろで長期の旅行でも快適に過ごせるというようなメリットもあるようです。 

 ３番目、同じ趣味の仲間と交流できる。ＲＶパークでは、仲間との出会い、旅をさらに

楽しくするものにしてくれる、ふだんの生活では味わえない特別な体験を共に分かち合え
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るというようなメリットがあるようです。 

 協会がしておる地方創生への取組ということで、地方自治体と協力してキャンピングカ

ーを利用した取組により地方創生事業を行っていると。主な取組といたしましては､観光

振興対策としてキャンピングカーユーザーの車中スポットであるＲＶパーク設置を進めて

いると。地方自治体でも遊休地、ふだんは使わない駐車場、道の駅等を利用し、ＲＶパー

クを開設した事例があるということです。例えば美唄市であるとか、恵庭市、香川県の三

豊市、それから兵庫県の加美町というようなところがそのような利用の仕方をしているよ

うです。災害対策としても水、電気を確保できるキャンピングカーは有事の際に大変重宝

されているということで、個別に災害協定を結んでいるというような例もあるようです。 

 ４枚目なのですけれども、ＲＶパーク認定施設ではＲＶ協会の高い広報力を生かしてア

ピールすることができるというようなメリットがあります。全国のキャンピングカーショ

ー会場で紹介されるであるとか、各種メディア、雑誌媒体の情報提供がされるとか、その

ようないろいろな特典もあるようです。これにつきましては初期登録料として３万円、年

間会費として１万円という、それぐらいの料金設定で広報活動ができるということなので、

町のメリットも出てくるのではないのかなというようなことになっております。 

 以上、説明いたしまして、現在止まっている高校跡地の利用について積極的に前に進ん

でいけないのかなというような提案を含めながら、このことについて質問していきました。 

 再質問を留保しまして、終わります。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、建設課長。 

〇建設課長（西田慎也君） 私のほうから質問１点目の道道から西４町内、町道南２条線

だと思われますが、その間の道路整備についてご答弁申し上げます。 

 初めに、現地の状況について説明いたします。高校用地西側、道道深川雨竜線から南側

を見て約７０メートルまでは高校用地と隣接し、町有地があります。町有地は、この地域

に居住されている方々の生活通路として利用されております。それからさらに８３メート

ルまでいきますと、町道南２条線との交点になりますが、約４８メートルの区間では高校

用地の隣接地は民地となっております。また、高校用地の西側には現況で農業用排水路が

ありますが、この排水路は現在道営事業により進められている妹背牛４区第１地区の整備

対象排水路であり、令和７年度の施工予定となっております。このような状況から、道道

と南２条線をつなぐ道路を計画するとした場合、排水路の東側の高校用地に最低でも６間

幅の道路用地を確保する必要があります。しかし、現状では高校用地全体の活用計画がな

いことから、道路単独での計画は困難なものと考えております。今後、高校用地全体の活

用計画を検討する段階で道路整備を含め検討することが合理的であると考えております。 

 以上、答弁といたします。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、企画振興課長。 

〇企画振興課長（鎌田秀章君） 私からは、議員ご質問のＲＶパークを中心とした観光資

源としての利用についてご答弁申し上げます。 
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 ２点目の高校跡地をＲＶパークを中心とした観光資源としての利用についてでございま

すが、高校跡地の利用につきましてですが、敷地面積は２万９，１０６平米ございまして、

毎年北海道総務部行政局財産課へ提出している道有未利用地の利用、取得希望調書の中で

小中学校の建て替え候補地として報告してございまして、道と道教委の間でもその情報を

共有していただいております。小中学校につきましては、今後施設整備検討委員会の中で

建設候補地などの協議が行われる予定です。道とは高校跡地利用の情報を共有しながら、

今後の方向性、対応を決めていくことを確認してございます。高校跡地は道との協議の中

で小中学校などの公共用として利用するのであれば、土地の取得費用については無償で譲

渡していただけることとなってございます。 

 ＲＶパークの整備を検討する場合には、費用対効果の問題や２４時間トイレの整備、電

源設備、料金徴収管理体制やごみの回収などの課題があり、また財政的にも整備は難しい

と考えており、ＲＶパークの整備は困難と考えてございます。 

 ご理解賜りますよう申し上げ、ご答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再質問ありますか。 

 ３番議員、鈴木正彦君。 

〇３番（鈴木正彦君） 道路につきましては、高校跡地の使用計画が全体像見えないと前

に進めないという答弁でしたが、跡地利用決まりましたら前に積極的に進んでいただきた

いと考えております。 

 観光資源としての活用ということで提案したのですけれども、無理であるという答弁だ

ったのですが、学校跡地として学校新設の候補地としたときに、では現在の小学校、中学

校の校舎どうするのだというところも視野に入れていかなければならないと思います。解

体費用として前回提示あったのは、１校当たり５億ほどかかるという説明だったですよ

ね。トータル１０億のお金が必要になります。それもまた大きな建設の障害になってくる

のではないのかな。片方を土地利用すれば１校分の解体費用は何とかなるというような説

明であったかと思うのですけれども、その辺を考えるともう少し柔軟な考え方で前に進め

ないのかなと。道道沿いをいつまでも空き地として、妹背牛のアピールになるのかな。マ

イナスアピールな気がします。それも含めまして観光資源として新たな活用の仕方を提案

できないのかなということが主だったのですけれども、ＲＶパークにつきましては先ほど

言われましたようにトイレ、水、電気という、確かに設備はしなければならないのですけ

れども、これ完全なる箱物でなくても、例えばトレーラーハウスのようなものを活用でき

るだとかという方法もあろうかと思います。その辺を考えながら、初期投資としては確か

に高校跡地の取得がどのような条件になってくるのか定かでない部分もあるのですけれど

も、有償になろうかという部分が出てくるということでしたが、その辺は道と協議してい

ただくことをお願いするしかないのですけれども、例えば解体費の５億円かかる分を有効

に使ってということも考えの中には入れられるのではないのかな。やり方にもいろいろあ

りまして、完全なるものをして、地盤舗装して芝のところもつくったりとかという完全な
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ものにするところもあるのですけれども、砂利で区画を整えてというような安価なスター

トの仕方もあります。最初から完璧なものを目指すのではなくて、トータルで何年かかけ

て観光資源としてうんと活用できるような施設にしていけないのかな。町長も以前ドッグ

ランについては話されていたことがあると思うのですけれども、併設設備としてドッグラ

ンを造るということも可能かなと思います。ほかにもいろいろな活用の仕方があろうかと

思いますので、ぜひ検討していただきたいなと。 

 そのパークの使用につきましては、いろいろマナー面で工夫もされております。２１時

以降については車の中で過ごしてくれだとか、ごみの廃棄については地方自治体のルール

に沿ってくれだとか、マナーについては住民との問題が起こらないようにしてくれだとか

というようないろいろなマナーのことについても進められていると聞いております。その

辺のことも考えながら、町にとって今後観光資源として本当に使っていけるような場所で

はないのかなというふうに考えておりますので、ぜひともその辺を検討していただきなが

ら、できないという答えだけではなくて、可能性を探っていただくということもしていた

だけたらなというふうに感じております。ぜひとも前に向いていただきたいということを

お願いしながら、今後についての質問とさせていただきます。 

 再々質問を留保し、終わります。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、企画振興課長。 

〇企画振興課長（鎌田秀章君） 再質問に対しまして、ご答弁申し上げます。 

 議員ご提案のＲＶパークにドッグランの併設などにより家族連れの利用者が増え、交流

人口の増加になるとは思いますが、ＲＶパークの整備を検討する場合につきましては、や

はり費用対効果の問題や２４時間トイレの整備、電源設備、料金徴収管理体制やごみの回

収などの課題があり、町としては今後公共施設の修繕や学校建設も予定しており、財政的

にも整備は難しいと考えます。 

 また、住宅街に整備するとなると騒音問題もございまして、地域住民の理解を得る必要

があり、ＲＶパークの整備は困難と考えてございます。また、高校跡地ですが、小中学校

の建設予定地となってございます。今現在ではなってございますので、今後整備検討委員

会の中で建設候補地などの協議が行われる予定となってございますので、この点も踏まえ

ましてご理解賜りますよう申し上げ、ご答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再々質問ありますか。 

 ３番議員、鈴木正彦君。 

〇３番（鈴木正彦君） 積極的な言葉は得られなかったのですけれども、先ほどから言い

ます今説明の中にもありましたように交流人口の増加、費用対効果でどうなのだという話

ですが、先ほどの資料の中でも説明いたしましたように広告効果を考えるというときにな

ると、初期登録料が３万円、年間１万円の費用でかなりの宣伝効果があると思います。妹

背牛町にとって妹背牛町をＰＲする、温泉も含めて観光資源をＰＲするためにも、このＲ

Ｖパーク、ＲＶ協会で附属するくるま旅というもの、いや、もろもろいろいろつながって
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いるところが多いのです。それで、先ほど言いました初期登録料３万円、年間１万円の費

用で、そのＰＲ効果ということを考えますと、果たして最初の費用対効果だけでできない

という考え方も確かにあろうかと思いますが、今後の妹背牛町のＰＲということを考えま

すと、物すごくいいきっかけにはなってくるのではないのかなと思っております。そんな

のを含めながら、さっきドッグランの話をちょっとさせてもらったのですけれども、子供

たちの遊具等々も含めながら町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、町長。 

〇町長（田中一典君） 鈴木議員のご質問にご答弁させていただきたいと思います。 

 硬い話を言いますと、一つは今後公共施設の修繕、それから後年次なのですけれども、

学校建設の予定もしており、今財政を積み立てていく状況の中にあるのは議員もご理解い

ただけると思います。 

 それから、高校跡地でございますけれども、これも後年次になるとは思いますが、現在

北海道の総務部と提携しております私たちの希望調書の中には、学校教育施設の中でとい

うことの今流れの中にございます。ここはご理解いただいた中で、議員おっしゃる空き地

に見える場所が道道に面していて、妹背牛町のアピールポイントとしてあそこをやっぱり

磨き上げるべきではないかという考えは理解できるところでございます。現在その方向に

動き出そうという中では財政的に非常に難しい。ＲＶ協会に所属するお金とか、そこと提

携結ぶお金は実際安いのですけれども、そこを実際維持管理すること、それからＲＶパー

クの場所として近隣住民の住んでいるそばに造るということは非常に大きなハードルを抱

えていると申せざるを得ません。 

 私がドッグランの併設って言いましたのは、温泉に来られる方の流れの中でやはり今ペ

ットを飼われる方が非常に多くて、一緒に旅行されているというデータがございましたの

で、それは単独で考えていたものでございます。ＲＶパークというのは、イメージ的には

ランドスケープっていいますか、山がきれいだとか、海がきれいだとか、そういう風光明

媚なところに造る感じなのかなというふうに思いながらこの一般質問ずっと読ませていた

だいていたのですけれども、妹背牛町はそういう意味でランドスケープという場所では認

識が鈴木議員と私違うのかなとかなんか思いながら思ってきましたけれども、一番重いと

ころは財政出動の中で今はまだ動くべきときとは考えられないということでご答弁とさせ

ていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 以上で３番議員、鈴木正彦君の一般質問を終わります。 

 ここで休憩を取りたいと思います。再開は１１時１０分といたします。 

 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時１０分 

 

〇副議長（渡辺倫代君） 一般質問を再開します。 
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 ９番議員、廣田毅君。 

〇９番（廣田 毅君） （登壇） 通告に従いまして、質問をいたします。 

 国では２０２０年に２０５０年までに国内の二酸化炭素など温室効果ガスの排出量を実

質ゼロにすることが宣言され、本町におきましても令和３年１２月でしたか、妹背牛町ゼ

ロカーボンシティ宣言が表明をされております。温室効果ガスを起因とする気候変動が我

が国でも顕著となり、削減に向けた取組はもはや待ったなしの状況にあると言えます。過

日議会に対し、第１次妹背牛町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）、そして区域施策

編が示されましたけれども、今定例会では区域施策編の温室効果ガス削減のための取組、

とりわけ農業を中心に伺いたいと思います。 

 １点目、温室効果ガス削減の取組では、スマート農業の推進とありますけれども、ハー

ド面だけではなくソフト面の取組も考えられるのではないかと思います。そこからシナジ

ー効果として例えばふるさと納税に使える副産物が出てくる可能性もあると考えますが、

町長の所見を伺いたいと思います。 

 ２点目、温室効果ガス削減のための取組実施に対して、農業に与える影響をどのように

考えておられるのか、町長にお伺いをいたします。 

 再質問を留保して終わります。 

〇副議長（渡辺倫代君） 答弁、町長。 

〇町長（田中一典君） 廣田議員の一般質問に失礼ですけれども、座って答弁をさせてい

ただきます。 

 議員からご質問のありました第１次妹背牛町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）に

ついてご答弁をさせていただきます。まず、１番目の温室効果ガス削減の取組では、スマ

ート農業の推進とあるが、ハード面だけではなくソフト面の取組も考えられるのではない

かとのご質問です。地球温暖化対策実行計画の区域施策編では、再生可能エネルギーの導

入、省エネルギーの促進、公共交通機関利用者の利便の増進、緑化推進、廃棄物等の発生

抑制等循環型社会の形成など、５項目の取組について記載することが定められております。

その中でスマート農業については省エネルギーの促進として位置づけており、ＲＴＫ、Ｇ

ＰＳ、また自動操舵システム導入により作業の効率を高め、営農活動の使用燃料の削減、

また画像解析やリモートセンシングなどの活用を通じて多種、高品質な生産、これらはセ

ンシングデータの活用により画像を解析し、ピンポイントでの農薬散布、あるいは追肥を

行い、農薬、肥料の使用料を大幅に削減し、高品質な生産に努めるとともに経費を抑える

ことができる。このような取組がＣＯ２削減につながる取組として現在計画に掲載をして

いるところでございます。 

 ただ、このような先進的な取組を進める上でもちろん欠かせないこととして人的サポー

トが重要となってまいります。実際にスマート農業の普及を妨げている要因としては、機

械の価格が高いことはもちろん、既存農家のスマート農業技術の理解、あるいは活用能力

不足によるものが考えられます。ここで専門家の配置や育成、技術普及への啓蒙などが重
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要と考えてございます。このようなスマート農業の推進に欠かせないソフト面の事業につ

いては、省エネルギーの促進に対して直接的ではなく間接的な項目でありますことから、

区域施策編には現在掲載していない項目であり、もちろん決して重要視していないわけで

はないことをこの場でご理解いただければと思います。 

 また、議員がおっしゃったシナジー効果、つまりこれ相乗効果と言われておりますけれ

ども、例えばふるさと納税に使える副産物が出てくる可能性もあるのではないかというご

質問についてであります。スマート農業を進めていく上での副産物として考えられるもの

は、労働時間の短縮を図ることができることから、そのシナジー効果として新たな作物へ

の挑戦により返礼品に加えることも考えると思います。しかしながら、スマート農業を確

立するまではまだしばらく長い年月を要すると考えております。計画的に進めていく必要

があることと、さらに現在の水稲作物の作業形態とかぶらず全国的に供給量が不足してい

る作物の選定など、この両者を同時に進めていくことはなかなか困難、簡単ではないと考

えてございます。その他農業での脱炭素の取組としては、メタン排出の減少につながる中

干し期間の延長、また秋の稲わらのすき込み、一酸化窒素の排出抑制のための土壌診断を

通じた適正施肥、堆肥の使用や有機農業の取組などがありますが、令和４年度に環境省の

補助事業を活用し、妹背牛町再エネ導入戦略の調査を実施した際にその協議の中で本町の

ような稲作地帯では籾殻が大量に出ることから、その活用方法として米穀乾燥調製貯蔵施

設にバイオマスボイラーを導入し、熱利用を行うことや道内の他町、例えば蘭越町、新十

津川町で実証してございますが、専用の圧縮成形機で籾殻を棒状とし、バイオマスエネル

ギーとして販売することなども協議をされていました。全国では籾殻のくん炭、つまり土

壌改良資材としてそれを返礼品としている自治体も数か所あることから、本町としても様

々な角度から検討し、これらについて挑戦してみることも必要であると考えてございます。

ただ、実際には現在カントリーの籾殻はＪＡが販売を担っており、販売額に見合う効果が

見込めないと断念した項目でございました。 

 次に、２番目の温室効果ガス削減のための取組実施に際し、農業に与える影響をどのよ

うに考えているのかでございますが、農林水産省のスマート農業実証プロジェクトの検証

結果等を含め理解している部分としましては、先進的技術導入としてロボット納期、人工

知能のＡＩ、ＩoＴセンサーなど省力化、省人化の取組として非常に有効な技術であると

考えておりますが、これらの機械導入には先ほども申し上げましたが、導入コストが非常

に高額であるなどの問題があると考えております。実際にスマート農業に取り組むと労働

時間や経費の削減によって利益が向上することは分かっておりますが、その分導入コスト

が大きく、現実では利益が減少してしまうため現実的な障害となっていることも理解をし

ているところです。スマート農業に取り組むことは、短期間で成果が目に見えて現れるわ

けではないことから、中長期を見据えた計画づくりも重要と考えてございます。地球の温

暖化により農産物の高温による品質低下、水稲における白未熟粒の増加など、これらや台

風、豪雨などによる農業被害が激甚化しており、農業における温暖化対策についても重き
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を置いて取り組む必要があると考えております。今後も農業者の皆さんへスマート農業機

械の導入に係る各種補助事業の情報提供を速やかに行うとともに、スマート農業技術の普

及、推進に有効な町の施策などについてＪＡやＧＮＳＳ研究会とも協議をしながら今後と

も進めていきたいと考えております。 

 以上、第１次妹背牛町地球温暖化対策実施計画（区域施策編）についての答弁とさせて

いただきます。 

〇副議長（渡辺倫代君） 答弁が終わりました。再質問はありますか。 

 ９番議員、廣田毅君。 

〇９番（廣田 毅君） 今、町長に体調が大変悪い中お答えいただきました。ありがとう

ございます。 

 １点目のことなのですけれども、今うちではこの目標としてスマート農業の推進をうた

っているのですけれども、町長、今年の令和６年度の町政執行方針の中にもスマート農業、

特にＲＫＴ、ＧＰＳの自動操舵だとか、リモートセンシングをうたっていらっしゃいます。

今年に限らず、このところ二、三年執行方針に掲げられておりますよね。そんなことで取

り入れられたのかなと思っておりますけれども、とにかく国もご案内のとおりかと思いま

すけれども、まず当初は２０５０年にゼロというような目標を立てていたようですけれど

も、段階的にということで今軌道修正されております。町民、この本町では、先ほども申

し上げましたけれども、２０１３年度と対比しまして２０３０年には４８％ですか、削減。

そして、２０５０年度には実質ゼロという目標が設定されております。区域施策間ごとの

取組だとか、また町民各自の取組ももちろん大切になるのですけれども、うちの基幹産業

であります農業の取組については、これ非常にまた重要な施策になるのではないかなと思

っております。 

 先ほども申し上げましたけれども、執行方針にもあるこのリモートセンシング、これを

使った施肥だとか収穫の適宜の収穫作業なのですけれども、ここ二、三年、先ほども申し

上げましたけれども、町長、執行方針の中に入れておられますけれども、これ一体いつ実

行されるのか、まずお聞きしたいなと思っています。これ先ほど非常にコストがかかるよ

というお話です。確かに非常にコストかかるのではないかなと思っています。 

 ただ、一つちょっと、町長、残念なことがあるのです。これ前から質問のたびに時々申

し上げていますけれども、今度浦臼町なのですけれども、ヤンマーさんと農業技術の包括

連携協定というのを結びました。その前には、新十津川さんのことも私一般質問の中でる

る申し上げた記憶があります。うちにヤンマーの会社があるのです。それから、ヰセキさ

んと。このヤンマーもうちの支店なのですけれども、テリトリーというか、カバーしてい

る範囲が非常に広くて、留萌だとか天塩のほうまでカバーしている大きな営業所です。そ

この支店長さん今いないのですけれども、お名前はもちろん申し上げませんけれども、非

常に優秀な方で、今旭川のほうの道北ブロック全域をカバーする部長さんになって栄転さ

れております。こんな方がいるヤンマーの支店だったのですけれども、ここを利用してほ



 - 30 - 

しかったなって自分は、今もう既に遅いかもしれないのですけれども、そんなふうに思っ

ています。今先ほどちょっと申し上げましたけれども、浦臼町ではヤンマーさんとその技

術協力をするということで連携包括協定結んでいますので、浦臼町さんに先駆けて妹背牛

町もやってほしかったなと思うのです。そんな中でリモートセンシングをヤンマーさんも

やっていますから、お得意中のお得意ですから、だからそんなことをなぜできなかったの

か非常に残念でしようがないです。新十津川さんのことを例示したときにも、私そのヤン

マーさんのことは申し上げました。だから、そこは町長どういうふうにお聞きになったの

かよく分かりませんけれども、そんなせっかくうちに、さっきヰセキさんもあるのですけ

れども、こういうのを利用しないということ自体がもう本当僕からすればすごくもったい

ないなと思っているのです。ただコストが高い、高いって言っているのであれば、もうそ

れはできません。なかなか高額ですから。だから、こういうところを非常にお金をかけな

いでできる可能性があるので、探ってほしいなと思っておりました。 

 お聞きしようと思っていたのですけれども、これもう一度お聞きします。これ何年も執

行方針に書かれていますけれども、このリモートセンシングやる気があるのですか。ＣＯ

２のこの対策で、もうスマート農業ということで掲げられていて、これさっき１回目の答

弁で町長おっしゃっていましたけれども、やる気があるのか、ないのかというのちょっと

お尋ねします。 

 それから、さっき１回目の質問の１番目の答弁の中で有機農業ということをおっしゃっ

ていましたけれども、有機農業って例えば馬ふんだとか牛ふん使って田んぼに入れてどう

するのですか、これ。メタンガスの宝庫ではないですか。これＣＯ２なんて真逆している

ような政策に聞こえます。これ入れ込んでどう処理されるのですか。中干しということは

さっきおっしゃっていましたけれども、確かに中干しの技術もあるのです。この後３回目

で、再々質問で申し上げようと思いましたけれども、中干しをしてメタンガスの発生を抑

えるという方法があるのです。だから、そこはメタンガスをターゲットにしてＣＯ２の削

減を図ろうということなのだけれども、牛ふんを有機質、鶏ふんでもいいですけれども、

田んぼに突っ込むということは、町長、ちょっと私はどうかなと思いますよ、ＣＯ２削減

に向けては。 

 とにかくこういったことで一つ聞きたいのは、さっき言いましたけれども、町の執行方

針とかぶりますけれども、ＣＯ２の対策うちの対策とかぶります。リモートセンシングを

使ったその適正な施肥だとか農薬の散布、それから収穫、これいつおやりになるのかお聞

かせいただきたいと思います。 

 もう一つは副産物についてなのですけれども、これ町長ご存じかどうか分からないです

けれども、いろいろ副産物が出てくる可能性あるのです。実はふるさと納税に新得町でま

さに牛ふんなのですけれども、酪畜で排出されたふん尿を使ったバイオガスの発電所があ

るのです。これ国策で恐らくやっていて、国の補助金を引っ張ってきてやっている事業だ

と思います。この発電時にＣＯ２を排出させない、まさにＣＯ２フリー電気というのがあ



 - 31 - 

るのですけれども、北電さんと協力しているものなのですけれども、これをふるさと納税

の返礼品にしているのですよ、電気を。これは今年です。パソコンで検索すると出てくる

と思いますので、勉強してほしいのですけれども、こういったことが農業分野でＣＯ２の

削減に取り組んでいく中で出てくる可能性が非常に高いと私は思っているので、ぜひその

辺を、町長先ほど副産物については出る可能性はあるようなお話でしたけれども、僕はそ

ういうふうに答弁としては聞きましたけれども、具体的にどんなようなものを想定されて

いるのか、それを聞かせてほしいなと思います。この２点、まずお聞きします。 

 それから、２番目なのですけれども、ＣＯ２の削減に取り組んでスマート農業の推進に

当たっては、ＲＫＴ、ＧＰＳ、それから自動操舵システムによる作業効率を高めて使用燃

料を削減するといったことも非常にＣＯ２の削減につながると思います。しかしながら、

それとプラスして水田の例えば水稲移植にすれば、技術の変更によってさらにＣＯ２を削

減する可能性があるのです。それは、ここにもちょうど代表監査委員もいらっしゃいます

し、それから農業委員会の会長もいらっしゃいますけれども、現役なので、よくご存じだ

と思いますけれども、疎植にしたり、それから密苗にすると田植機が畦の間を、田んぼの

間を行ったり来たりしながら作業するのですけれども、非常に補給の時間が短くて済むと。

ピットインですよね、要するに。自動車のレースではありませんけれども、苗の補給が少

なくて済むといったことから非常に作業効率を高められる、イコールＣＯ２の削減につな

がるといったことになろうかと思います。その辺も、ただ高い機械だからちょっと難しい

のだよなという町長の答弁ありましたけれども、そこだけではなくてそういった技術の革

新によってＣＯ２の削減にもつながるということを少し町長にも理解をしていただきたい

なと思います。 

 それと併せて今４区でも道営事業やっておりますけれども、全町的に見るとまだ国営事

業、それから道営事業の未着工地区というのはあると思います。そこを行政としてどうす

るのか、行政として対応をどうされるのか。やっぱり区画がでかくないと、リモートセン

シングをするにしても例えば水稲の田植の移植の技術変更にしても非常に効率がやっぱり

悪くなります。だから、基本中の基本でやはり大区画の圃場の中でリモートセンシングを

したり、それから水稲移植であればその技術を生かしていくというのが一番作業効率を高

められることだと思っていますので、大規模な区画整理、本当に国営事業も含めて道営も

進んではいますよ、妹背牛町。進んではいますけれども、今お聞きしているのは未着工の

ところをどうしていかれるのか、行政としてどういう対応を取られるのかというのをちょ

っとお聞かせいただきたいと思っております。 

 それから、水稲技術の変更さっき言いました。密苗にする、それから疎植にするといっ

たことの変更時にやっぱり機械を替えたりしなければいけないのです。そういったことで

初期投資が必要になります。そういったことの初期投資の費用をＣＯ２の削減の対策の中

で助成措置が取られるのかどうかというのをお聞きしたいと思います。 

 以上で、再々質問を留保して再質問を終わります。 
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〇副議長（渡辺倫代君） 答弁、町長。 

〇町長（田中一典君） 廣田議員の再質問に対してご答弁を申し上げたいと思います。 

 スマート農業の推進をリモートセンシングという言葉も含めて執行方針の中で書かせて

いただいています。以前確かに新十津川町の国とセットでの試みを伺ったこともございま

すし、また浦臼町は現在ヤンマーと農業の包括技術協定を結んだという新聞報道も目にし

ております。現実には今私たちの町の近くにあるヤンマーとかヰセキの支店、そこにそれ

ぞれ現実に活動している技術職、それから民間の知見があるということは今おっしゃった

とおりだと思います。問題は現在私たちの町のスマート農業の普及状況ですけれども、Ｒ

ＫＴ―ＧＰＳ普及リース事業に関しては平成３０年度から令和３年度まで４年間実施して、

現在ガイダンス及び自動操舵システムの導入台数は合計６５台でございます。また、個人

で導入しているスマート農機の台数、ガイダンス及び自動操舵システム、ロボットトラク

ター、直進アシスト田植機、ドローンなどは調査項目として入っていないため、全町での

導入台数は不明でございます。ですので、現在令和６年度農家戸数１５６戸のうちＲＫＴ

―ＧＰＳ普及リース事業では４２％、水稲作付戸数では１３９戸、普及率４７％で現在推

移しているところです。これに加えまして、この先前後しますけれども、国営の大規模区

画化、それから道営の大規模区画化の中でやっていかなければいけない技術としてリモー

トセンシングを使った技術、これははっきり言って革新的な技術だと私も思います。もち

ろんお金もかかりますけれども、こういうものにどのようにアプローチしていくのかとい

うことでございますけれども、これに関して民間の知見を利用しながら進んでいくやり方

があるよということでご示唆をいつもいただいているところでございます。問題はリモー

トセンシングを私自身がやる気があるのかというよりも、ＣＯ２削減のためにだけではな

くて農家の技術として本当に必然性があるのかということを現在のＪＡ、それからＲＫＴ

―ＧＰＳ普及リース事業を通じてできているグループと基本的にもっと詰めて相談をしな

がら、これが未来の技術として自分たちに本当に必然性があるのかということを民間の知

見と一緒に勉強しながら進めていく必然性があると思っております。ここに関しては、ま

だ今のところはっきりといった着手の計画はつくっておりませんでした。問題はＣＯ２削

減という形だけではなく、農業が抱える問題の中で副産物の可能性として新得町がバイオ

燃料を利用してＣＯ２フリー電気をふるさと納税として扱われていると。これに関しては

私うわさは聞いていましたけれども、ＣＯ２フリー電気という表現で表されているものが

ふるさと納税として扱われていることは知りませんでした。申し訳ありません。これに関

しては勉強をしたいと思っております。 

 それから、副産物の可能性として稲作をやっている人がメインのときに例えば技術によ

って時間が生まれたときに、その時間をさらに収益作物をつくったり、何をして利益を上

げるかという、その余暇の時間をどのように利益を目指す目的に向かって活動していこう

としているのかと。そのことに関して町はどのように支援を考えているのかということで

ございますけれども、これは一つは農家さん自体が利益を上げようとしてどういう活動を
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したいのかという意思の問題もございます。ですから、これはやはり話合いが必要になる

と思いますし、それからもう一つは水稲の移植のときに直播という技術もありますけれど

も、疎植、密苗の技術、これは農水省がずっと昔から展開しておりましたけれども、今日

議員ご指摘のように補給の回数が減少するということによってＣＯ２の削減にもつながる。

これは確かだと思います。ただ、技術変更時の初期投資の費用というのはもちろんかかる

わけでございまして、これに関して妹背牛は例えば国の費用を使ったり、どういうふうに

支援を考えているのかということも含めまして、これはしっかりと勉強させていただいて、

農業者自身がこれを本当に求めていくのかどうかという議論をしながら町の支援の姿をそ

の中から探し出していきたいと思っております。現在ＣＯ２に関して農業の部門では確か

に出遅れていると思っております。ですから、これからリモートセンシングも含めこのス

マート農業の推進の中で、私たちの町でＣＯ２削減も含めまして何ができるかというとき

に民間の知見を利用しながら進んでいくということの中に一つの活路、もちろん国の助言

もそうですけれども、探しながらやっていきたいと考えております。 

 有機農業の中で有機肥料を入れてどうするのかという話でした。これは、中干しの技術

というのは私は言葉だけでそれほど知っていることではないのですけれども、メタンガス

をターゲットにして減らすという技術だということは伺っております。問題は私が有機農

業って言ったときに有機肥料を入れてメタンガス発生してどうするのかというご指摘でし

たけれども、私有機農業って言ったときに別に堆肥をそのまま入れてメタンガス発生させ

るというだけが有機農業だと思っていませんので、それからもっと多面的な話で出させて

いただきました。議員からは、有機肥料を入れてそこからメタンガスが発生するのだぞと、

それが大きな問題になっているときにどうするのだということでございますけれども、そ

れは現実にＣＯ２発生が農業の部門からも結構多いということでご指摘を受けております

ので、これから一緒に考えていきたいと。ただ、問題はこれを進めていくときに国もそう

なのですけれども、みどりの農業と言いながら肥料を減らしていく、そこに支援金を出し

ていくというのはいいのですけれども、現実には農業者が納得して進むという形を取らな

いと、これ一歩も進めないと思っています。ですから、私今回議員ご指摘のリモートセン

シングを使った技術というのは大規模補助になったときには本当に使える技術だと、確か

に高い技術ですけれども、専門的な知見も要ると。ここに関しては一歩ずつ進めていくた

めに民間とも近づきながら勉強していきたいと考えておりますし、また農業者も加えてそ

の勉強会を促進していきたいと考えているところでございます。やる気がないわけではご

ざいませんので、一応まず再質問に対しての答弁とさせていただきます。 

〇副議長（渡辺倫代君） 町長、答弁漏れがございます。 

 未着工地区をどうするのかという問いがございました。 

〇町長（田中一典君） 未着工地区に関しては、これ国有地ではございませんので、ここ

を着工するとかという権限を私たちが言う前に、問題はそこの地区を持っていらっしゃる

農家の方たちと話をして、ここを大規模区画として将来のスマート農業が着地できる場所
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として担っていけるようにするかどうかという話合いを進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

〇副議長（渡辺倫代君） 答弁が終わりました。再々質問はありますか。 

 ９番議員、廣田毅君。 

〇９番（廣田 毅君） 時間も大分押し迫ってまいりましたので、肝腎なところ、要点だ

けちょっと申し上げますけれども、私の要点といっても普通の人よりは長くなろうかと思

います。 

 うちでＣＯ２の削減に使えそうな例示を３点ほど申し上げたいと思います。１点目は、

先ほど町長もおっしゃっていたように中干しなのですけれども、Ｊ―クレジットを使った

水田の中干しです。大体１週間程度中干しってするのですけれども、水を切るわけです。

水稲の場合、湛水土壌の場合にメタン生成菌からメタンガスが発生するために中干し期間

を設けることでメタンガスの発生を抑制ができるわけです。本町はＪ―クレジットを使っ

たこの事業に、この間農協さんでちょっと聞いたのですけれども、何軒か取り組んでいる

ようです。それから、民間の米穀の卸業者がいますけれども、集荷業者がいますけれども、

そちらのほうを経由して実際にＪ―クレジットを使ってこの事業に乗っかっている農家さ

ん何軒かいらっしゃるようです。これも非常にＣＯ２削減については有効な技術だと思っ

ております。メタンガスについてはご案内だと思いますけれども、日本全国のメタンガス

の、この水稲だけで２５％から幅があるのですけれども、カウントの仕方がちょっと違う

のかなと思うのですが、２５％から４０％を占めていると言われています。特にやっぱり

水を張ると、どうしてもさっき今言いましたようにメタンガスが発生してくるのです。こ

れが非常に大きくて、これをＪ―クレジットという国の新しい認証制度を使って技術の誘

導、事業の誘導をしろという国の施策だと思っておりますので、非常にこれ有効な技術だ

と思っております。 

 ２点目については、これ直播なのですけれども、美唄で空知管内は非常に乾田直播をや

られております。これは畑作、転作と絡めてやられているのですけれども、この乾田直播

に関したことなのですけれども、菌根菌というのがあるのです。菌根菌と、それからビー

ル酵母を使った乾田直播の技術があるのです。これをやりますと、ＣＯ２の２５倍と言わ

れていますメタンガスを９割程度削減できると言われております。菌根菌というのは、植

物の根と共生して土の中に菌糸を伸ばして、根では届かない地中まで伸ばすことで根だけ

と比べて５倍の表層面積を作り出して効果的に養分を吸収し、成長が促進されるというこ

とです。また、これと一緒に塗布するのですけれども、これ粉状になっています。これと

一緒に、菌根菌と一緒にビール酵母ってあるのですけれども、これも一緒に水稲種子に混

ぜて、塗布して乾田にまくのですけれども、ビール酵母については聞いたことあると思い

ますけれども、普通の病原菌と非常に似た構造をしているそうです。これに植物が触れる

と病原菌に感染したと勘違いして水稲が、稲が勘違いをしてその根を伸ばして生育が非常

に有効になるという技術なのです。今までは乾田直播っていいましたら種を、水稲の種子
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をただまくだけの乾田直播だったのですけれども、今こういう技術ができていまして、こ

の乾田直播何でいいのかっていいましたら、さっきから言っています水を張らないわけで

すから、メタンガスが発生しないということでＣＯ２の削減には非常に有効です。 

 ３点目は、これはＣＯ２の削減とは言えないのですけれども、上川の東川町です。ここ

は、よくいろんな先進的なことをやられているところです。これ町長聞いたことあるかと

思いますけれども、町の指定のごみ袋ありますよね。ごみ袋、町指定の、有料ですけれど

も、これに米由来のバイオマスプラスチック、ライスレジンというのですけれども、これ

を配合した有料のごみ袋を東川町では作成しています。ライスレジンというのは、通常の

プラスチックよりも石油の使用料を抑えられるために環境に優しいプラスチック、今プラ

スチック非常に問題になっています、海洋の部分でも。プラスチックとして注目されてお

りまして、東川町の米の新たな活用策として農業振興に生かしているといったこともござ

います。 

 これ３点今ご紹介しましたけれども、本当にこの取組に当たっては農業分野、特に水稲

については、うちも非常に水稲が中心の町でありますから、ＣＯ２を削減しながらふるさ

と納税の返礼品にすると。今、今年の返礼品ですか、米足りなくて農協から分けていただ

けなくてストップされていますよね。ＣＯ２の削減米を環境に優しい米として別枠で、今

それでなくても農協、ＪＡさんから米頂けない状況になっているわけですから、この部分

を新たにＪＡさんから頂くというような、別枠で頂くという方法も考えられるのかなと思

っております。このことについて、町長、ちょっとお考えを伺いたいと思いますし、また

新しいこの菌根菌だとか、Ｊ―クレジットを使った水田の中干し、こういったものをＣＯ

２の削減、町として削減していく取組の中でどうやって農家の方々に周知しながら推進し

ていくのか、その辺と２点最後にお聞きして私の一般質問を終わります。 

〇副議長（渡辺倫代君） 答弁、町長。 

〇町長（田中一典君） ただいまの廣田議員の再々質問に対してご答弁をさせていただき

ます。 

 ＣＯ２の削減にも使える技術として、先ほど再質問がございました中干し、これ水を切

るという技術だということで、これがＪ―クレジット認証事業として国にも認められてい

ると。メタンガス発生を抑制する、私農政のほうとこれは打合せしておりませんので、う

ちの農家がＪ―クレジットとして今何軒ぐらいそれ使っているのかとか、そういう調査を

しておりません。それから、民間の米を扱う業者が入ってＪ―クレジットを進めていると

いう話も寡聞にして聞かなかったので、今勉強させていただいた次第でございます。 

 また、メタンガスが、水稲ですけれども、これはさっき議員もおっしゃいましたように

酪農との関係で水稲だけなのかということですが、メタン菌が非常に水の中で発生しやす

いと。ですから、少ない地域では２５％、多い地域では４０％と幅のある推定値で表現さ

れております。このＪ―クレジット、これはもう勉強させていただいて認証事業、国が進

めているクレジットとして交換する技術としては非常に魅力的だと思います。これ速やか
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に勉強させていただきたいと思っています。 

 それから、美唄の乾田直播、菌根菌、私も耳にしたことあるかどうか分からないのです

けれども、糸状菌とはまた違うのですね。５倍の深さまで入っていって、そこが稲の根と

つながっていく、結局自分の根につながるもう一つの菌ということで扱われているかと思

いますけれども、この技術。それから、直播するときに詰まらないようによく周りをコー

ティングしたり、栄養をつけたりすることは私も聞いてはいるのですけれども、ビール酵

母をつけてそのビール酵母が病原菌と同じタイプの影響を与えて、それに対してもっと強

くなろうとして成長種子がさらに活発に活動すると、そういうような技術があるというの

は私も寡聞にして今まで聞いておりません。これは不勉強かと思っております。こういう

技術によって、もし本当にメタンガスが９０％抑制され、そして質量ともに立派な米が取

れるなら、こんなすばらしいことはないと。これも速やかに研究させていただきたいと思

います。 

 もう一つ、上川の東町、ここは本当にいつも先進的なことをやっておるのですけれども、

町指定のごみ袋に石油原料からではないプラスチック、ライスレジンプラスチックという

ものを取り入れて石油の使用料の削減ということで町内に有料のごみ袋を配っていらっし

ゃると。これらを利用して、例えば私たちの町で農業者にこれを浸透させて、こういう形

で皆さんの農業の収入を上げながら、つまり先ほど提案がございましたのは、農協から例

えば農家で扱ったものを特別栽培米として扱うのかなというふうな印象で今聞いておりま

したけれども、これが私たちの町のＣＯ２削減の方向に向かう安全な、持続可能な農業、

そして実際においしい、あるいは収量も上がるという可能性に関してこれからしっかりと

勉強させていただきたいと考えております。これは、先ほどのスマート農業だけではなく

て農業技術そのものと向き合ってやってこられた各地の識者がいるということで勉強させ

ていただきながら、それからＪ―クレジットに関してはいまだちょっと認識が浅かったと

思いますけれども、国の認証事業として今動き出していると。それから、上川東町の現実

的な対応。うちでは今１つの企業にごみ袋を頼っておりますけれども、そこは恐らく石油

から作られるものだと思います。だから、このライスレジンプラスチックというものをど

のように作って実際の現場の中で回しているのかということも含めてこれは勉強させてい

ただく課題だと思って引き受けをさせていただきました。 

 以上でございます。 

〇副議長（渡辺倫代君） 以上で９番議員、廣田毅君の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。なお、午後は１時３０分より再開をいたします。 

 

休憩 午後 ０時０２分 

再開 午後 １時３０分 

 

〇議長（廣田 毅君） 再開をいたします。 
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 午前に引き続き、一般質問を行います。 

 ２番議員、佐々木和夫君。 

〇２番（佐々木和夫君） （登壇） それでは、通告に従いまして一般質問のほう進めて

いきたいと思います。 

 道内で２０２３年度に認知されたいじめが小中高及び特別支援学校合わせて前年度比で

４２．５％増の４万９，１４９件と過去最多となってございます。これは文部科学省の問

題行動、不登校調査で分かりました。全国も過去最多で７３万２，５６８件となり、特に

近年交流サイト、いわゆるＳＮＳによるいじめが増えてきております。この調査で道内の

認知件数は１，０００人当たり全国平均５７．９件で、これに対しまして、全国平均５７．

９に対しまして道内は１０１．４件で、都道府県別では３番目に多い結果となっておりま

す。そこで、本町の小中学校でも６月と１０月の年２回にいやなことアンケートを実施さ

れたようですが、その結果を教育委員会としてどう受け止めるかをお伺いいたします。 

 １つに、学校との連携は密に行っているのか、定期的に会議はどれぐらいの頻度で行っ

ているのか。 

 ２つ目に、スクールカウンセラーさんとは別に小学校のほうに相談員とありますが、こ

の方の職責やどのような方なのか、以上２点でございます。 

 再質問を留保し、終わります。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、教育課長。 

〇教育課長（川上善樹君） それでは、佐々木議員の一般質問についてご答弁申し上げま

す。 

 質問１点目の学校との連携を密に行っているのか、定期的な会議はどれくらいの頻度で

行っているのかという質問ですが、毎月、月の上旬に定例校長会を開催しております。そ

の中で児童生徒の状況、問題行動等を報告してもらっていますし、緊急性のあることが発

生した場合にはすぐに連絡の取れる体制を築いております。 

 続いて、スクールカウンセラーとは別に相談員とあるが、どういう方なのかという質問

ですが、ここで言う相談員とは電話相談のことです。この相談窓口は、北海道教育委員会

がいじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て、しつけなど家庭教育に関

する悩みなど、子供や保護者から直接相談を受けて問題の解決につながる北海道子供相談

支援センターを平成２７年１０月に開設したものです。本町の児童生徒にも相談窓口カー

ドを配付しており、今年度も電話相談を数名利用していることを申し上げ、ご答弁とさせ

ていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再質問ありますか。 

 ２番議員、佐々木和夫君。 

〇２番（佐々木和夫君） ただいま課長のほうから学校の連携、それと会議等々聞いたわ

けですが、いろいろと道教委との関係性も構築されているなと思ってございます。いじめ

問題というのは非常にデリケートな問題であり、私もこの一般質問でどこまで聞けるのか
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というのが分からないところがございます。今回のこのアンケートでは、内容としては冷

やかし、からかい、悪口、仲間外れ、無視、たたく、ぶつかるなど、これらが嫌な思いと

して挙げておられます。現状、春、秋のアンケート結果を見ると、嫌な思いをした児童生

徒がおり、秋の調査結果でも依然とこのいじめはなくなることはなく、今もなお嫌な思い

をしている児童生徒がいるようでございます。 

 そこで、先ほど課長のほうからるる申し述べられておりましたが、いじめの現状につい

てもう少し詳しく教えていただきたいかなと思ってございます。１つに父兄です。親御さ

ん同士の話合いはされているのか、また小学校から今度妹背牛の中学校に進級していくわ

けです。進級するに当たって小中の今度学校同士のいわゆるいじめに対しての引継ぎはな

されているのか、この２点ともう一つ教育委員会の方もご存じだと思うのですが、これ全

国に、これは保護者対象なのですが、学校休んだほうがいいよチェックリストといって、

これ本当にこういう名前なのです。こういうリストがあるわけでございます。 

 それともう一つ、これは北海道ですが、北海道の札幌市にまた心身健康アプリ、これ両

方ともアプリなのですが、この取組がされているのです。この取組についても委員会のほ

うにちょっとお聞きしたいなと思ってございます。今言ったこのチェックリスト、簡単に

言うと家庭においてお子さんが朝、様子を見て体調がいいか、悪いかなとか、そういうの

を見て保護者さんが２０項目の質問にはい、いいえで答えることになっております。そし

て、答えたこの先というのがリストを監修された精神科医の方が答えられる、これは自動

的に回答が返ってくるようになっております。それで、この相談先から複数の相談先が紹

介できて、このアプリに関しては保護者の子供に対する判断材料としても大変いいという

ことで紹介されてございます。 

 ２つ目の先ほど言った事例としましては、札幌市の不登校やいじめ対策強化の一環とし

て令和６年、今年、妹背牛もそうですけれども、１人１台のタブレット端末を導入されて

いるのです。それに子供の健康状態を確認できるアプリを全て札幌市立の学校に導入され

たということでございます。このアプリの内容としましては、今の体の具合はどうなの、

今の気分はどうなのといった子供に対して４段階のこの質問をし、回答をしていただくと。

この回答を担任の先生が晩の終業までに確認し、子供の悩みや相談ある場合は希望する先

生、またはカウンセラーの方につないでいくということになってございます。 

 学校の例でいいますと、札幌北区の北辰中学というところで質問に対する見落としをな

くすがために養護教諭の先生だとか、教育相談担当の方もそれぞれこの全校生徒の答えに

対して確認をすることとなっているということでございます。このアプリの中で北辰中学

は独自にコメントを書く欄を設けてあるのです。そのコメントを書く欄に生徒の悩み等々

を書いたり、また日記のように使われる子もいますし、一番重要な、子供からＳＯＳを発

信する唯一のアプリとなって子供たちからかなりな好評を得ているということでございま

す。このアプリが習慣づけば、成果も意義もある取組なのかなと思ってございます。以上

のことについて、教育委員会としてこれからこういう取組をどう考えられているのかお聞
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きしたいなと思ってございます。 

 以上でございます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、教育課長。 

〇教育課長（川上善樹君） それでは、再質問についてご答弁申し上げます。 

 今議員おっしゃられたとおり、全国の認知件数は過去最多で７３万２，５６８件となっ

ております。北海道の集計においても同様の傾向が見られております。本町における昨年

度の認知件数なのですが、認知件数は１９件ありました。前年度と比較しまして１７件増

加しており、これまでで最も多い件数となっております。内訳は小学校で１７件、中学校

で２件となっており、小中学校ともに前年度より増加をしております。増加の背景としま

しては、いじめ防止対策推進法におけるいじめの定義や、いじめの積極的な認知に対する

理解が広かったことや、アンケートや教育相談の充実などによる児童生徒に対する見取り

の精緻化、ＳＮＳ等のネット上のいじめの認知が進んだことが考えられます。例えば今ま

では認知していなかった、先ほど言われましたが、冷やかしやからかい、ふざけ合いであ

っても相手となる児童生徒が心身に苦痛を感じているのであればいじめになるという意識

が学校で共有され、いじめの認知に積極的に努めた結果と考えております。 

 次に、本町における昨年度のいじめの解消状況ですが、解消している状態とは１つにい

じめに係る行為がやんでいること、これは少なくとも３か月を目安としております。 

 ２つ目に、被害児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと。これが解消している状態と

言えます。昨年度の本町の認知件数、１９件は全て解消となっております。 

 続いて、具体的な指導としましては、学校において迅速で適切な対応を行うためにいじ

め防止対策委員会を設けており、いじめを認知した場合にはいじめられた側、いじめた側

双方の保護者や関係する児童生徒、教職員からいじめの事実関係を確認しておりますし、

ケースによっては先ほどの質問にもありました保護者同士の話合いも行っております。ま

た、いじめられた児童生徒には気持ちに寄り添い、学習やその他の活動に安心して取り組

めるように支えることを伝え、いじめてしまった児童生徒にはいじめは絶対に許されない

という毅然とした態度で指導しており、いじめを引き起こした理由やその背景、本人の抱

える問題にも目を向けながら指導しているところです。当然ながら小学校から中学校への

進級の際には担当者同士でいじめに関する情報を共有、先ほどの質問の中にもありました

が、引継ぎについてもしっかりと徹底を図って行っております。 

 次に、チェックリストの話が出ておりましたが、こちら利用の仕方は先ほど言われたと

おり無料通信アプリラインで友だち登録をしますと利用でき、子供の態度や行動に関する

質問に答えると精神科医の回答を得られるなど、主に保護者の判断材料として利用者は現

在８万人を超えておりますが、これは学校とも協議する必要がありますので、このアプリ

の効果等を分析しながら判断していくことになります。 

 もう一つのアプリ、心と体の健康観察、このアプリなのですが、児童生徒が登校後１人

１台端末でその日の体調や心身の状況について適切な表現を入力するアプリとなっており
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ます。悩み事を誰かに相談したい場合には話したいボタンというのがありますので、そち

らのボタンを押して担任や養護教諭など、児童生徒が相談しやすい教職員に打ち明けるこ

とができます。札幌市では既に市内全ての市立学校に導入済みと先ほど質問の中でありま

したが、表面化しにくい子供たちのＳＯＳを瞬時に把握できる利点がある一方で、デジタ

ルのみで子供の変容を見取ることは難しいという声も聞こえており、児童生徒の声なき声

を見逃さないためにこちらのアプリにつきましても学校と協議をし、実態に即した望まし

い対応をしていかなければならないことを申し上げ、ご答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再々質問ありますか。 

 ２番議員、佐々木和夫君。 

〇２番（佐々木和夫君） 内容的に詳しくお教えいただいて、ありがとうございます。 

 午前中でも町の渡辺議員さんのお話でも公設塾の関係がございまして、それがもう進ん

でいっているという中に決して、どこの教育委員会もこのいじめに対して見捨てず、置い

ていくということにはなっていかないと思うのです。それで、このように社会の中でもチ

ェックリスト、また健康リスト、こういうアプリが出されているという中でやっぱり子供

たちのＳＯＳを聞くがためにも環境整備をされたらいいのかなと思ってございます。 

 そこで、最後に町の教育長にこの関係について教育長としてのお立場の考えをお聞かせ

いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、教育長。 

〇教育長（廣澤 勉君） 佐々木議員の再々質問に対し、ご答弁申し上げます。 

 このいじめに関しましては、社会問題として大きく捉えてございます。冒頭に言いまし

たいじめアンケートの目的としましては、いじめを受けている児童生徒やいじめを目にし

た児童生徒の声を一つでも多く広い、いじめがどの程度起きているかを把握するとともに、

緊急性のある事案に対し迅速に対応することにあります。 

 また、２０２６年度からいじめの認識はささいな事案であっても積極的に認知するよう

国から通知されており、先ほども申し上げましたが、冷やかしやからかい、ふざけ合いで

あっても相手となる児童生徒が心身に苦痛を感じている場合であればいじめになるという

認識でありますので、仮にいじめの認知件数が少ない場合であってもいじめが顕在化し、

認知漏れしていることも疑う必要があるというふうにも考えてございます。そして、過去

の事案では担任１人が判断したことにより、後に重大事態に発展したケースもございます。

学校ではいかなるいじめも見逃さない組織体制を構築するために教職員が発見、相談、通

報を受けたいじめの情報を組織において情報共有する手順や内容を明らかにすることによ

って対応することが重要だというふうに考えてございます。 

 また、１１月の２２日に中学校の体育館で開催されました小中交流いじめ撲滅集会では、

生徒会が自ら中心となって企画した小中学生が一緒になってのレクリエーションやいじめ

撲滅に向けたグループワーク、発表が行われました。当日は学校運営協議会の委員さんを

はじめ、地域の方々にもその子供たちの取組を見ていただきました。いじめというのは人
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権侵害であるという基本的な認識に立ち、あらゆる機会を通して早期発見、未然防止に努

めるためにも、学校だけではなく家庭、そして地域関係機関と連携して取り組んでいくこ

とが極めて重要だと考えます。教育委員会としましては、今後もいじめをなくすための様

々な取組を推進し、子供たちが笑顔あふれる学校となるよう努めていくことを申し上げ、

答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 以上で２番議員、佐々木和夫君の一般質問を終わります。 

 次に、１番議員、田中春夫君。 

〇１番（田中春夫君） （登壇） 発言通告に従いまして、田中春夫が行います。 

 選択的夫婦別姓について。選択的夫婦別姓制度をめぐる議論が活発に行われています。

日本では結婚したら夫婦の９割超は妻が夫の姓を名のっており、改姓の不便や不利益が女

性に生じています。国連の女性差別撤廃委員会は、日本政府に制度導入を促す４度目の勧

告を行っています。経団連も導入を提言、世論調査では７割超が導入に賛成しており、機

運が高まっています。 

 選択的夫婦別姓の実現や同性婚の法制化をはじめ、日本社会をジェンダー平等社会につ

くり変えようとしている全ての人々が今力を合わせて取り組んでいます。このようなこと

についてどのようにお考えかお伺いいたします。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、副町長。 

〇副町長（滝本昇司君） ジェンダー平等についてご答弁させていただきます。 

 選択的夫婦別姓及び同性婚につきましては、国連の持続可能な開発目標、いわゆるＳＤ

Ｇｓではジェンダー平等を目指すことが掲げられておりまして、主要７か国においては日

本を除く各国で既に選択的夫婦別姓及び同性婚が制度化されているなど国際的には両制度

の導入が大きな流れとなってございます。国は第５次男女共同参画基本計画において国際

的協調の下でジェンダー平等を重要な視点と捉えており、夫婦の氏に関する制度の在り方

や性的指向など多様性への理解について検討や啓発を進めることとしております。また、

パートナーシップ宣誓制度を導入する自治体が増えていることからも多用な性的指向など、

社会における理解が深まってきているものと認識をしてございます。このようにジェンダ

ー平等や多様な家族の在り方を認める価値観が広がる中、選択的夫婦別姓及び同性婚の制

度に関しては社会情勢などを踏まえながら慎重に検討を進めなければならない重要な課題

であると考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再質問ありますか。 

 １番議員、田中春夫君。 

〇１番（田中春夫君） 選択的夫婦別姓が、国民の圧倒的世論が広がっているわけですけ

れども、この課題に続いて、明治憲法下の家父長制家族観に立ったこの課題に抵抗する勢

力がその最大の妨害になっています。女性が多い非正規雇用に対する差別、コース別人事

制度などの間接的な差別をなくすことなしに、賃金の格差、是正はできません。このこと
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についてどのようにお考えか再質問を。 

 再々質問を留保して終わります。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁、副町長。 

〇副町長（滝本昇司君） 近年では、性別に関わらず誰もが自分らしく活躍できる男女共

同参画社会の実現が求められてございます。人口減少や少子高齢化が進展する中で多様な

視点を取り入れ、社会情勢の変革に柔軟に対応できるまちづくりが不可欠で、男性は仕事、

女性は家庭といった固定的な性別分担意識の解消や、女性に対する暴力の根絶などジェン

ダー平等の視点を踏まえ各種の施策を推進していく必要があると考えますので、ご理解を

いただきたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（廣田 毅君） 答弁が終わりました。再々質問ありますか。 

〇１番（田中春夫君） ありません。 

〇議長（廣田 毅君） 以上で１番議員、田中春夫君の一般質問を終わります。 

 これで一般質問を終了します。 

 

    ◎日程第９ 議案第４８号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第９、議案第４８号 妹背牛町長、妹背牛町副町長及び妹背

牛町教育委員会教育長の給料月額等の特例に関する条例についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第４８号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４８号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第４９号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１０、議案第４９号 令和６年度妹背牛町一般会計補正予

算（第６号）の件を議題とします。 
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 議案を朗読させます。 

〇事務局長（菅 一光君） （朗読、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第４９号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４９号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第５０号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１１、議案第５０号 令和６年度妹背牛町介護保険特別会

計（保険事業勘定）補正予算（第２号）の件を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

〇事務局長（菅 一光君） （朗読、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） 提案理由の説明を求めます。 

 住民課長。 

〇住民課長（石井昌宏君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５０号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５０号は、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１２ 議案第５１号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１２、議案第５１号 建設工事契約の締結の議決事項の変

更について（令和６年度橋梁長寿命化修繕工事（川１線橋））の件を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

〇事務局長（菅 一光君） （朗読、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） 提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（西田慎也君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５１号の件を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５１号の件は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第５２号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１３、議案第５２号 建設工事契約の締結の議決事項の変

更について（令和６年度橋梁長寿命化修繕工事（桜川橋））の件を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

〇事務局長（菅 一光君） （朗読、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） 提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（西田慎也君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５２号の件を採決します。 
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 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５２号の件は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第５３号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１４、議案第５３号 指定管理者の指定について（妹背牛

温泉）の件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 企画振興課長。 

〇企画振興課長（鎌田秀章君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５３号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５３号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第５４号及び日程第１６ 議案第５５号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１５、議案第５４号 指定管理者の指定について（妹背牛

町老人保健施設）及び日程第１６、議案第５５号 指定管理者の指定について（妹背牛町

デイサービスセンター）の２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 住民課長。 

〇住民課長（石井昌宏君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 
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 これより議案第５４号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５４号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５５号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５５号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１７ 議案第５６号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１７、議案第５６号 指定管理者の指定について（妹背牛

町生活支援ハウス）の件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（愛山智弘君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５６号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５６号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１８ 発議第９号 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１８、発議第９号 将来に期待が持てる次期基本計画の改

訂と現場に寄り添った農業政策の実現を求める意見書の件を議題とします。 

 説明は省略します。 

 これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより発議第９号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第９号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１９ 閉会中の所管（所掌）事務調査の申し出について 

〇議長（廣田 毅君） 日程第１９、閉会中の所管（所掌）事務調査の申し出についての

件を議題とします。 

 各委員長から、お手元に配付しました申出書のとおり、閉会中の調査の申出があります。 

 お諮りいたします。各委員長から申出のとおり、閉会中の調査に付することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の調査に付することに決定しました。 

 

    ◎追加日程の議決 

〇議長（廣田 毅君） お諮りします。 

 ただいま町長から議案第５７号 妹背牛町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例についてから議案第６２号 令和６年度妹背牛町農業集落排水事業会計補正予算（第２

号）の件が提出されました。これを追加日程第１から追加日程第６に追加し、議題にした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５７号から議案第６２号を日程に追加し、追加日程第１から追加日

程第６として議題とすることに決定しました。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時４１分 

再開 午後 ２時４３分 

 

〇議長（廣田 毅君） 再開します。 
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    ◎追加日程第１ 議案第５７号 

〇議長（廣田 毅君） 追加日程第１、議案第５７号 妹背牛町職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５７号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５７号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎追加日程第２ 議案第５８号 

〇議長（廣田 毅君） 追加日程第２、議案第５８号 妹背牛町長等の給与等に関する条

例の一部を改正する条例についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５８号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５８号は、原案のとおり可決されました。 
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    ◎追加日程第３ 議案第５９号 

〇議長（廣田 毅君） 追加日程第３、議案第５９号 妹背牛町議会議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例についての件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第５９号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５９号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎追加日程第４ 議案第６０号 

〇議長（廣田 毅君） 追加日程第４、議案第６０号 令和６年度妹背牛町一般会計補正

予算（第７号）の件を議題とします。 

 議案を朗読させます。 

〇事務局長（菅 一光君） （朗読、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（北口信彦君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第６０号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第６０号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎追加日程第５ 議案第６１号 

〇議長（廣田 毅君） 追加日程第５、議案第６１号 令和６年度妹背牛町簡易水道事業

会計補正予算（第２号）の件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（西田慎也君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第６１号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６１号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎追加日程第６ 議案第６２号 

〇議長（廣田 毅君） 追加日程第６、議案第６２号 令和６年度妹背牛町農業集落排水

事業会計補正予算（第２号）の件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 建設課長。 

〇建設課長（西田慎也君） （説明、記載省略） 

〇議長（廣田 毅君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 討論を終わります。 

 これより議案第６２号を採決します。 

 本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第６２号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎閉会の議決 

〇議長（廣田 毅君） お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全部終了しました。 

 したがって、会議規則第７条の規定により本日で閉会したいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（廣田 毅君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 

    ◎町長挨拶 

〇議長（廣田 毅君） 町長より挨拶の申出がありましたので、ご紹介いたします。 

 町長。 

〇町長（田中一典君） 議員の皆さん、本日は長時間にわたり全議案可決いただきました

こと、誠に感謝申し上げます。また、先ほど一般質問によりご指摘をそれぞれにいただき

ました様々な知見につきましては、本町にとってどういう方向がよりよい未来に向かうの

か、内部で検討を重ね進んでまいりたいと考えております。 

 これから寒い時期になりますけれども、健康に気をつけてよいお年をお過ごしください。

本日は誠にありがとうございました。 

 

    ◎閉会の宣告 

〇議長（廣田 毅君） これで令和６年第４回妹背牛町議会定例会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

閉会 午後 ３時１０分 
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